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第151号議案

長崎市の小島養生所等遺跡の完全保存に関する住民投票条例について

7 その他団体からの要望等(要望書及び回答書)
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長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎市長

長崎市教育委員会教育長

九州考古学会会長
、

長崎市小島養生所跡・医学校跡の調査と.保存に関する要望につ.い・て

標記の件にっV、て、別添書類の如く、当該遺跡は学術上きわめで重要な内容・をもつも・の

でありますので、貴殿に船いて、,適釖な保存の対策が速やかに講じられる.ことを要望いた

しま,。

な.給、当件の具体的な、措置、対策について、は、 2m7年2月13日(月)までに、ご回答

をくださるよう瀚願いいたしま.す。

中村法道

池松誠二

田上富久

馬楊豊子

.

埋文委第1号

2017年2児 3日
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以上

連絡先

〒819・0395 福岡市西区元岡 744

九州大学大学院比較社会文化研究院

基層構造講座内九州考古学会事務局
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長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎市長

長、崎市教育委員会獣育長

九州考古学会会長 ノ」

長崎市小島養生、所跡.・医学校跡の鯛査'と1保存に.関する要・望書

中村法道

池松誠二

田、上富久

馬揚豊子

九州考古学会は、長崎市立仁田佐古小学校建て替.え用地どされている.佐古小学校敷地に.所,在
す.る小島養生所跡・医学校跡の発掘調査の徹底と、・とれに基づく関連遺構、の適釖・な保存を強く
要望します, 、

2017年1月12日付の、『長崎新聞』『西日本新聞』等の報道にょれぽ、.小島養生所跡・医学
校跡の「部遺構を展示公開.ずる一方、新校舎の建設工事での立会で遺構が見うか0た揚合に調

査するどいう長崎市長め方針が示されました。.長崎の歴史を語る重要な、建物め保在ど.展示をい
ち早く決断きれた市'長の姿.勢に敬意を表しまず。

し・か、し一現,在遺跡はぞの一部が発掘鯛査されてい.るに留まり.、学術的価値は未知数七いわざ
るをえません。こう.した段階で、学校建設に必、要な部分を記録保存(破壊)する判断を下すこ
とは拙速であり、重大な危棋を覚えます。小島養生所跡,,医学校跡の建物の全容を把握するに
足る調査と.これを踏まえ.た検討が不可欠です。

そのために、上位槻関または文化庁による正式な指導,・,助言、なら'ぴに市の文化財審識.委員
考古学や建.築学、近代医学史などどの分野の複数の専門家を詔いて訊査指導委員会を設置
^
T=、

し・、そのもと・で,鯛査と保存計画を進めるこ,と分切金く望まれます.。
九州考古学会は、.小島養生所跡'・医学校跡の地下施設・_周囲の石,垣な'どの遺構全体を医学史
上の重要史跡として保存し、遺構の本質的価値を損ねること.なく現地保存するこどこそ、長崎

市にふざわしい文化財保護の実現であると考えま.す。長崎市に給かれましては、近年、遺跡"地
から学校等の公共施設を移転し、地城再生・振興・のシンボル巴して保存整備し、教育"観光資
源に括用する機.運が全国的に高まって.いることを含め、、ー.屑慎重にご判断されますこどを希,望
いたします。

つき.ましては、当遺跡の重要性に'かルがみ、以下の措置が取ら.れる.こ,とを要望Lま食。

記

..現洲査地で発見された小島養生所・医学校に伴う地下遺構、石垣等の地上遺構に0いて、
少なくともその学術的価値が確定するまで、現状のま.ま保存するとと。

国や県など上位、の・文化財関係部局の指導を仰・ぎ、説査住あた0.ては指導委員会等を設置,し、
これを踏まえて具体的な保存計画を策定ずるこ.と。
小島養生所琳・医学校跡粘よぴその周辺に展開する.関連.遺構を含めた施設の全体像、を明.ら
かにし、その詔査過程で説明会等、を開催して成果を公表すること。

四.以上をふまえて小島養生所跡・医学校跡を適切に保存L、整備・公開・,活用を図るご乞。

以上
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九州考古学会会長小池・史哲,様

長崎市小島養生所跡・医学校跡の調査と保存に関ずる要望について(回答)

2017年2月3日付でご提出い・ただきま'した標記要望につきましで、・歌の・と翁り回答

いたします。

小島養生所は、我が国の西洋医学発祥の地であり、歴史的な意義が大きく、市の

貴重な財産として慎重に調査研究を行い、その成果を市民をはじめ多くの方々べわ

か'りやすくぉ伝えしたいと考えております。

長文財第211号

平成29年3月8日

ーについて

(1)・周知の埋蔵文化財包蔵地である「小島養生所跡」にっいては、平

成2.7年度、 28年度に発掘調査を実施じ、小島養生所の'ものと思

われる石垣、建物基礎、瓦敷、遺物等を発見しており、ごれらの遺

構に影響がない形で適切な保存を行う。

(2)医学所、分析究理所等跡地にっいては、既存校舎部分にあたって

おり、'平成27年8月及ぴ平成28年10月に敷地内の試掘調査を行った

が、既存の校舎建設時において士・地削平がなされておりゞ遺跡は残

存していない可肯断生が高いと判断して.いる。

ただし、既存校舎・解体時お.よび新校舎建設時の工事施工部分にっ

いてはイ学芸員の立会いのもど、'慎重な掘削を行う予定である。

長崎市長田上

A
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二について

小島養生所跡の関連遺構の価値にっいて、文化庁、県学芸文化課と市
指定文化財もしくは国め登録文化財の可能性を協議した。

国の登録文化財は指定文化財を補完する制度で、規制も指定文化財に

比べて緩やかである。

そのため、保護措置として、より規制が厳し・い市指定文化財を目指す

と1ととする。
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な、船、調査にあたっては市文化財審議会等の専門家の指導を受けながら

実施して.いるととろです。

=について

「小島養生所跡」の発掘調査結果については、鯛査の終了後'、埋蔵文

化財発掘調査報告書として刊行b、一般に公開ずる。

四について

保存についてはイ体育館建設地において「養'生所遺構」の一部にづい

て露出展示を行い、その他の遺構は、埋戻し保存を行ったうえで、造構

に影響がない形で学校建設を進める。
、.

活用については、遣構と学校との併存を図る中で、'学校教育や市民の

学ぴの場、観光客の観覧に供,、るこどができる展示を検討する。

以土
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長崎県知事
長崎県教育委員.会教育長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市文化財審議会委員長

長崎市小島の養生所/(長崎)医学校の遺跡の調査と保存と活用に関する要望書

私達は、表題の件につき、過去二回、2016年(.平成28年)9月7日水曜日、及ぴ2016年
(平成・祁年).12月1日木曜日に、長崎市議会議長に『養生所ノ医学校の遺構の保存"修
復'・整備・復元に関する陳情書〔及び11)(旧長崎市立佐_古小学校地と一部の隣接道路
にっし、て)』を提出して陳情し、それぞれ長崎市議会の教育厚生委員会で審査の機会を
いただき、説明させていただきました者です。

さて、2017年(平成29年)2月3日九州考古学会より『長崎市小島養生所跡・医学校跡
の調査と.保存に関する要望書』が長崎県知事中村法道様、.長崎県教育委員会教育長
池松誠二様、長崎市長田上富久様、長崎市教育委員会教育長馬場豊子様に提出され.、
2017年2月6日九州考古学会は同件を発表しました。

九州考古学会からの要望書を以下に要約致します。
1,・主旨

ノ」,、島養生所跡・,医学校跡の発掘調査の徹底と、これに基づく関連遺構の適切な保存
を強く要望する。

2.現状1こ対する指摘

①現在、当該遺跡の発掘調査はその遣跡の一部に留まっているb
②従って、当該遺跡の学術的価値は未知数であると言える。
③従って、現段階で、学校建設に.必要な部分を記'剥呆存(破壊).する判断を卞すことは
拙速と認める。

3,現状への所感

現状に対して、重大な危倶を覚える。
4.現状への認識

小島養生所跡,医学校跡の建物の全容を把握するに足る調査とこれを踏まえた検討
が不可欠である。
5.要望

①上位機関または文化庁による正式な指導,助言のもとでの調査と保存計画の推進
の実現'

②市の文化財審議委員会、考古学や建築学、近代医学史などこの分野の複数の専
門家を招いて組織する調査指導委員会の設置の実現。

③組織された調査指導委員会のもとでの調査と保存計画の推進の実現。
④5一①②③を併行して(全て)満たす調査と保存計画の推進の実現。

中村法道様
池松誠二
田上富久様
馬場豊子様
下川達彌

2017年(平成29年)2月14日火曜日
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6.意見

①九州考古学会は、小島養生所跡,医学校跡の地価施設・周囲の石垣なだの遺構全
体を医学史上の重要史跡として保存し、遣構の本質的価値を損ねることなく現地保存す
ることこそ、長崎市にふさわしい文化財保護の実現であると考えます。

②長崎市におかれまして・は、近年、遺跡地から学校等の公共施設を移転し、地域再

生・振興のシンボルとして保存整備し、教育・観光資源に活用する機運が全国的に高
まっていることを含め、一層慎重にご判断されますことを希望いたします。

5,措置としての要望

ー、現地調査で発見された小島養生所・医学校に伴う地下遺構、石垣等の地上遺構

について、少なくともその学術的価値が確定するまで、現状のまま保存すること。
ニ、国や県など上位の文化財関係部局の指導を仰ぎ、調査にあた.つては指導委員会

等を設置し、これを踏まえて具体的な保存計画を策定すること。

三、小島養生所・医学校跡およびその周辺に展開する関連遺構を含めた施設の全体
像を明らかにし、その調査過程で説明会等を開催して成果を公表すること。
四、以上を踏まえて小島養生所跡・医学校跡を適切に保存し、整備・公開・活用を図る

こと。

私達は、九州考古学会について、昭和五年に九州帝国大学の関係者の努力を中心と

して発足した学会であり長い歴史を有することを知り、また、その間、多数の学識経験者
の会員としての参加と後進会員への基本動作の指導などの積み重ねによる学識の蓄
積と一致協力した討議と中立公正の立場の維持の努力により、社会的な信頼を形成し
てきた学会として信頼させていただいております。

九州考古学会の活動は広範に亘ります。

私達は、九州考古学会の見解は、広く深い学識経験と歴史学上の認識及び社会的な

信頼により世界的歴史的な普遍性を有するものと考えて、これを尊重します。

私達は、九州考古学会より今回の要望書に表された見解について、私達の二回の陳
情に表した私達の主要な意見と比較して一致し、さらに、学識に裏付けられた優位性が

あると考えることから、敬意のもとに、九州考古学会の要望に賛同の意を表します。

つきましては、九州考古学会の要望書の記載を実現するために、また、かねてからの私
達の陳情の内容を実現に導くために、下記の措置について、私達が文化財である記念
物でありかつ周知の埋蔵文化財の包蔵地であると考える当該遺跡の所有者であり取扱
いの主体である地方公共団体である長崎市及び上位機関である長崎県に要望します。

要望する措置の記

1.私達は、当該遣跡の破壊と破壊への計画を回避するために、長崎市に、長崎市によ

る旧長崎市立佐古小学校の旧施設の解体工事の中断と作業停止、及ぴ長崎市立仁田
佐古小学校の為の新校舎の旧長崎市立佐古小学校地への建設計画の中断と作業停
止、及び旧長崎市立佐古小学校の外周道路建設計画の中断と作業停止を要望します。

2.私達は、記・1項の実現の為に、長崎市に、長崎市による2017年2月の長崎市議会へ

の記・1項に関わる予算案の議決に関わる議題の提出計画の撤回を要望します。

3.私達は、記・1項の実現の為に、長崎市に、長崎市によ,る2017年2月の長崎市議会へ
の記・1項に関わる計画の実行の・議決に関わる議題の提出計画の撤回を要望します。

( 266 )
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4.私達は、長崎市に、記・1、2、3項を実施したうぇで、九州考古学会の今回の要望書
に表された、上位機関または文化庁による正式な指導・助言のもとでの調査と保存計画
の推進、ならびに、調査指導委員会のもとでの調査と保存計画の推進の双方を全て満
たす政策の計画の策定と当該計画についての長崎市民及ぴ長崎県民への説明と当該
政策の実施の速やかな実現を要望します。

5.私達は、長崎市及ぴ長崎県に、文化財保護法の規定の遵守と、規定を高度に実現
する措置を講じ、規定を高度に実現する施策を実施して、文化財保護法の主旨を適切
に体現することを要望します。

次に、文化財保護法及び同法の文.化財、記念物、埋蔵文化財、史跡、特別史跡、登録
記念物の取扱に関わる骨子と考えられる条文を抜粋します。

『文化財保護法第一章総則にの法律の目的)第一条この法律は、文化財を保存し、
且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向上に資するとともに、世界文化の進歩に

貢献することを目的とする。(文化財の定義)第二条この法律で「文化財」とは、次に掲
げるものをいう。ー、ニ、三省略。四貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で
我が国にとつて歴史上又は学術上価値の高いもの、庭園、橋梁、渓谷、海浜、'山岳そ
の他の名勝地で我が国にとって芸術上又は観賞上価値の高いもの並ぴに動物(生息
地、繁殖地及ぴ渡来地を含む。)、植物(自生地を含む)及び地質鉱物(特異な自然の現
象の生じている土地を含む。)で我が国にとって学術上価値の高いもの(以下「記念物」
という。五、六省略。2、3項省略)。(政府及び地方公共団体の任務)第三条政府及び
地方公共団体は、文化財がわが国の歴史、文化等の正しい理解のため欠くことのでき
ないものであり、且つ、将来の文化の向上発展の基礎をなすものであることを認識し、そ
の保存が適切に行われるように、周到の注意をもってこの法律の趣旨の徹底に努めな
けれぱならない。(国民、所有者の心構)第四条一般国民は、政府及び地方公共団体
がこの法律の目的を達咸するために行う措置に誠実に協力しなけれぱならない。2文
化財の所有者その他の関係者は、文化財が貴重な国民的財産であることを自覚し、こ
れを公共のために大切に保存するとともに、できるだけこれを公開する等その文化的活
用に努めなけれぱならない。3政府及び地方公共団体は、この法律の執行に当って関
係者の所有権その他の財産権を尊重しなけれぱならない。第六章埋蔵文化財(埋蔵
文化財包蔵地の周矢の第九十五条国及び地方公共団体は、周知の埋蔵文化財包蔵地
について、資料の整備その他その周知の徹底を図るために必要な措置の実施に努め

なけれぱならない。2国は、地方公共団体が行う前項の措置に関し、指導、助言その他
の必要と認められる援助をすることができる。第七章史跡名勝天然記念物(指定)第百
九条文部科学大臣は、記念物のうち重要なものを史跡、名勝又は天然記念物(以下
「史跡名勝天然記念物」と総称する。)1こ指定することができる。2文部科学大臣は、前
項の規定により指定された史跡名勝天然記念物のうち特に重要なものを特別史跡、特
別名勝又は特別天然記念物(以下「特別史跡名勝天然記念物」と総称する。Xこ指定す
ることができる。3、4、5、6項省略。(仮指定)第百十条前条第一項の規定による指定
前において緊急の必要があると認めるときは、都道府県の教育委員会(当該記念物が
指定都市の区域内に存する場合にあつては、当該指定都市の教育委員会。第百三十
三条を除き、以下この章において同じ。)は、史跡名勝天然記念物の仮指定を行うこと
ができる。2,3項省略。(登録記念物)第百三十二条文部科学大臣は、史跡名勝天然
記念物(第百十条第一項に規定する仮指定を都道府県の教育委員会が行ったものを
含む。)以外の記念物(第百八十二条第二項に規定する指定を地方公共団体が行って
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いるものを除く。)のうち、その文化財としての価値にかんがみ保存及び活用のための

措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿に登録することができる。2項省略。(所
有権等の尊重及び他の公益との調整)第百十一条文部科学大臣又は都道府県の教育
委員会は、第百九条第一項若しくほ第二項の規定による指定又は前条第一項の規定

による仮指定を行うに当たつては、特に、関係者の所有権、鉱業権、その他の財産権を
尊重するとともに、国土の開発その他の公益との調整に留意しなけれぱならない。2、3
項省略』

6.現在、長崎市は2016年(平成28年)4月1日をもって本件遺跡の地である旧長崎市立

佐古小学校と約250mの近隣にある旧長崎市立仁田小学校を生徒数の減少により統合
し、統合して発足した長崎市立仁田佐古小学校を旧長崎市立仁田小学校にて運営して
います。

長崎市は2019年(平成31年)4月までに長崎市立仁田佐古小学校の施設を旧長崎市
立佐古小学校地に新築竣工して長崎市立仁田佐古小学校を入居させる予定で、2016
年(平成28年)8月より旧長崎市立佐古小学校の施設の解体作業中です。
以下に、両校の歴史を簡略に記します。

〔旧長崎市立佐古小学校:1906年伊僻台39年6月)長崎市佐古尋常高等小学校設立

(1861年(文久元年)に幕府により竣工して設立された養生所(病院、医学所、後に分析
究理所が竣工:後に養生所を精得館と改称)が1868年(慶應四年)新政府に継承され同

年明治と改元された後長崎府医学校(及び病院)と改称されて以降の医学校の敷地が
1891年(明治24年)に第五高等中学校医学部が浦上山里村に移転した後1902年伊鳥台
35年)に大徳寺庫裏跡の長崎病院が浦上に移転するまで四年生への臨床教授のため
に分教場として使用された敷地と分教場施設として残存した1864年(元治元年)竣工し
た養生所の旧分析究理所の建物と1882年(明治15年)頃完成した洋館の講堂の二棟の

建物を引き継いで設立)、1941年(昭和16年)4月1臼長崎市佐古国民学校と改称、1947
年(昭和22年)4月1日長崎市立佐古小学校に改組、1950年(昭和25年)6月21日医学校
旧構として最後まで残存し当時職員室として使われていた旧分析究理所の建物を解体、
1957年(昭和32年)体育館棟が完成、1977年(昭和52年)7月29日プールが完成〕

〔旧長崎市立仁田小学校:1902年伊彫台35年)2月1日仁田尋常小学校設立、1921年(大

正10年)3月仁田尋常高等小学校と改称、1941年(昭和16年)4月1日長崎市仁田国民学
校と改称、1947年(昭和22年)4月1日長崎市立仁田小学校に改組、1950年(昭和25年)
校地拡張工事に起工、19乃年(昭和48年)5月体育館が完成、同年7月31日プールが完
成〕

①私達は、.長崎市に、長崎市が、公益の実現の為に所有する市有地である旧長崎市立
佐古小学校地と旧長崎市立仁田小学校地について、公益である本件遺跡又は文化財
の保存と活用と公益である長崎市立仁田佐古小学校運営の二つの公益の実現につぃ

て、この地の旧来の歴史と用途を重視し二つの公益の高度で完全な形態での両立の実
現を前提としで公共交通の導入等他の公益の成立をも含めた調整を実施し、二つの公

益の高度で完全な形態での両立と他の公益の成立のための措置と施策と計画の策定
と計画の実施により二っの公益の高度で完全な形態での両立と他の公益の成立を速
やかに実現することを要望します。

②私達は、現在長崎市が推進している、.本件遺跡の保存と活用と長崎市立仁田佐古小
学校運営という二つの公益を遺跡の地である旧長崎.市立佐古小学校地で並存して実施
する事に関して、それぞれの公益に関わる最優先課題であると考えることができる、遺
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跡の保存と活用については遺跡の損壊なき保存という課題、小学校運営については学
童の安全のより高度の確保という課題、の双方について、遺跡の保存と活用について

は破壊という犠牲を強いられ、小学校運営については不特定多数の見学者の来訪とい

う学童の安全確保に対する不確実性の大幅な増大という犠牲を強いられると認識して
います。

私達は、過去二回の長崎市議会議長への陳情に於いて、遺跡の地である旧長崎市立
佐古小学校地を養生所/(長崎)医学校の遺跡を保存して活用する地として活かし、旧長

崎市立仁田小学校地を、必要な学校施設_の更新工事を施した後、長崎市立仁田佐古
小学校を恒久的に運営する校地として活かすことを要望しました。

現長崎市立仁田佐古小学校(旧長崎市立仁田小学校)正門前には、長崎市仁田佐古

ふれあいセンターがあり、職員の皆様により小学生の為の放課後教室などが運営され、
センターに付設の児童図書館には、よく学童の姿が見られるなど、小学校に隣接する公
共施設の職員の皆様と学童のコミュニケーションが小学校と一体となって充実している
事は、地区の学童の安全性の向上に大きく貢献していると考えられます。

また、私達は、2011年(平成お年)の両校の生徒数は長崎市立佐古小学校が89名、長
崎市立仁田小学校が225名、と聞いています。

私達は、私達の過去二回の長崎市議会議長への陳情に於ける、遺跡の地である旧長
崎市立佐古小学校地に養生所/(長崎)医学校の遺跡を保存してこれを活用し、旧長崎
市立仁田小学校地に長崎市立仁田佐古小学校を恒久的に運営する要望について、当

地区での、本件遺跡の保存と活用と長崎市立仁田佐古小学校運営という二つの公益の

実現に関して、無理なく二つの公益を共に高度に実現する方策であると考えています。

私達は、長崎市に、本件遺跡の保存と活用と長崎市立仁田佐古小学校運営という二
つの公益の実現について、双方の公益の最優先課題を充足し無理なく二つの公益を高

度に実現するために、遺跡の地である旧長崎市立佐古小学校地に養生所/(長崎)医学
校の遺跡を保存して活用し、旧長崎市立仁田小学校地に、必要な学校施設の更新工事
を施した後、長崎市立仁田佐古小学校を恒久的に運営することを要望します。

フ.私達は、長崎市及ぴ長崎県に、九州考古学会よりの今回の要望書に記された"史

跡"ほ、用語として専ら『文化財保護法第七章史跡名勝天然記念物』1こ規定される第
百九条(指定)及び第百十条(仮指定)に関わる専用の名称であることに留意するように
要望します。

8.私達は、長崎市に及び長崎県に、九州考古学会が本件遺跡について"医学史上の

重要史跡として"と表現したことは、九州考古学会が未指定の文化財即ち記念物である
本件遺跡に対して文部科学大臣が指定した記念物について専らに使用する専門の名

称である"史跡"に相当し、さらに"史跡"のうちでも重要な史跡に相当するとの認識を
もって今回の要望書を提出したことが想定できることに留意し、本件遺跡につぃて重要
な"史跡"としての取扱いを要望します。

9.私達は、長崎市及び長崎県に、記・フ、8項に鑑みて、文部科学大臣が本件遺跡を
"史跡"又は"特別史跡"に指定するために必要な措置について速やかに行動することを
要望します。

10.私達は、長崎市及び長崎県に、記・フ、8項に鑑みて、文部科学大臣が本件遺跡を

文化財登録原簿に登録する("登録記念物")ために必要な措置について速やかに行動
することを要望します。
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卞1.私達は・、長崎市及び長崎県に、本件遣跡の区域での2015年(平成26年)の発掘調
査、2016年(平成27年)の発掘調査において旧養生所(病院)に由来すると考えられる

遺構が検出されたこと、2017年(平成28年)1月の立会い付の小学校施設解体工事にお
いて運動場平面下より長崎市が昭和25年築造と考える過去の遺構としての小学校時代
の石垣ほ厶達はこの石垣が分析究理所のものであるか否かの最終判断には発掘調査
等の詳細な調査が必要と考えます。)が検出されたことにより周辺に他の過去の遺構が
埋蔵されている可能性があること、私達が過去二回の長崎市議会への陳情書で本件遺
跡の範囲であると記した旧長崎市立佐古小学校地と一部の隣接道路の範囲にっいて、
養生所(病院、医学所、分析究理所:後に精得館)及び連続する長崎府医学校(及び病
院:後複数の所轄名称変更)から長崎医学専門学校、長崎病院附属梅毒病院(後複数
の所轄名称変更)から小島病院に至る複数の時点の写真、敷地と施設の絵及び図面が
存在すること、また、当該敷地の変更の口承に鑑み、また、本件遺跡が地区にとって重
要な遣跡であることから、私達が過去二回の長崎市議会への陳情害で本件遺跡の範
囲であると記した旧長崎市.立佐古小学校地と一部の隣接道路の範囲につぃて周知の
埋蔵文化財包蔵地として周知の徹底を図るために必要な措置を実施し、長崎県遺跡地
図に記載し一般に公開するよう要望します。

(現在、長崎県遺跡地図に記載されている本件遺跡の範囲は、旧長崎市立佐古小学校
の旧.体育館棟の敷地であり、私達が陳情した遺跡の範囲に旧体育館棟の敷地は包含

しますが、私達が陳情した遺跡の範囲のうち旧体育館棟の敷地以外の範囲にっいては、
長崎県遺跡地図に未記載です。)

12.添付資料

1'『長崎市小島養生所跡・医学校跡の調査と保存に関する要望書』
2017年(平成29年)2月3日九州考古学会会長小池史哲

2.『養生所地区における私達が望ましいと考える遣跡記載』
("長崎県遺跡地図"1こて)

2016年(平成28年)12月25日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

3.『.養生所地区における現状の遺跡記載』
("長崎県遺跡地図"にて)

2016年(平成28年)1.2月25日日曜日養生所を考える会代表池知和恭

4.『都市長崎旧本開国の母体、日本開国の始点:遺跡と構想』
("養生所/(長崎)医学校の遺跡"の活用の一例として)

2017年(平成29年)1月24日火曜日養生所を考える会代表池知和恭

13,連絡先

養生所を考える会代表池知和恭

〒852-8127
、'ーー1

長崎.県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二
携帯電話090-3730-、1858

(電話 095-843-3491)

、 (叫C6 )
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長塒県知事

長崎県激育委員会数育長

長市市長
長崎市教育委員会教育長

九州考古学会会長 訂

長崎市小島養生所跡・医学校跡の飼査と保存に関する要望害

中村法道

池松誠二

田上富久

馬場豊子

九剣考古学会は、長崎市立仁田佐古小学校建て替え用地主きれている佐古小学校敷地ひ
ナる小島養生所跡,医学校跡の発掘罰査の撤底と、これに基dく関連遺構の適切よ保存を弛
要望します',

2017年1月12日付の「長崎新聞』r西日本新閲』等の報道によれば、小島養生所跳'医
校跡の一部遣構を屡示公開するーカ、新校舎の建設工事での立宮で遣構邪見ウか0た場口に罰
査ナるという長崎市長の力針が示されました。長崎の歴史を語る重嬰な建物の保存と展示
ち早く決断された市長の婆勢に敬意を慶し窪TO ・,,
しかし、現在遺跡はその一部が発掘羽査されているに留まり、ナ術的価値は未知数とし'
るをえません。こうした段階で、学牧建設に必要な部分を記録保存(被壊)する判断を下すこ
とは拙速であり、重大な危倶を覚文まナ.小島姜生所助・医学校跡の建物の全容を把握ナる1」
足る弱査とこれを踏まえた検討が不可欠でナ0
そのために、上位擦関または立化庁による正式な措導・助月、ならぴに市の文化財審議声員
会、考古学や建鰭学、近代医学史なZごの分野の複数の専門家を拓いて過査指導委員会を設置
L、その、とで頑査乞保存舒函を造めること都強く望まれ生t,
九州考古学会は、小島艶主所跡.医学校跡の地下施設'周囲の石垣などの遺構全体を医学史
上の重饗史跡として保存し、遺構の本質的価値鞄損ねることなく現地保存ナるとこそ、
市にふさわしい文化財保護の実現であるど考えまt.長崎市に霜炉れましτは、近年、遣跡地
から学校竿の公共施設を移転し、地域再生・振契のシンボルをして保存楚備し、教育"観光
源忙活用する機運が全国的に高ま0ていることを含め、一屑慎重にご判断されますこ
いたします0 、¥
つきまして捻、当遺跡の重要性にかんがみ、以下の措置が取られることを要し・

記

現需賓地で冕見された小島養生所・医学校に伴う地下遺構、石垣等の地上道樗にっ、
少なくともその学術的価値が確定する堂で、現状のまま保存tること0 、
国や県なぞ上位の文化財関保部局の指導を仰ぎ、糊壹にあた0ては指導委員会等を設置し、
これを踏まえて具悼的な保存計画を策定,るこ乞0
小局養生所跡.匝学校跡羚よぴそゐ周辺に慶開する関連遺楕を含めた施設の全"像.
かにし、モの論査過程で説明会部を閧催して成果を公表ナること0
以上をふまえて小鳥養生所跡.医学校跡を適釦に保存し、整備'ム開'括用を図るこ,四,

以上

2017年2月3日
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一長崎の屋史、

現状

台場跡、公園、住宅等

長期的に復元進行中

ぞの6づ'ーつの唐力1日本づ〆交の須'#'昆畠^瑞趣廊重美の店夫'国解政治経芳の舞台一 2m7年(平成29年)1月24日火曜日

歴史的資産計画、史跡指定等.屋史放篇痔='"

長崎県庁"もうじき移転

P

長崎海軍伝習
ι現代の日本の国のかたちのはじまり》

台場(砲台)遺跡多数

出島遺跡
[長崎海軍伝習教官宿泊地]

ビル

日

三菱重工業株式会社

玉の

長崎造矧舮永飽ノ浦地区)

長崎奉行所西役所遺跡
[長崎海軍伝習主催地]
[医学伝習の成立1

ピル

旧長崎市立佐古小学校

日

大波止遺跡
[長崎海軍伝習造船地]

日本の近代化の歴史上で唯一のオランダ人の

創遣住を主体に形成された成果の遺跡
日本で外国人の設計が明らかな最初の建築物

住宅、橋本大徳園跡

駐車場、長崎バス車庫他

長崎製鉄所造跡(飽ノ浦)
(修船場) 1
岩瀬道修船架遺跡、立神軍艦打建所遺跡

大村町の医学伝習所遺呈

玉の

三件の国指定史跡

長崎市の長期的

整備計画あり

ム

住宅、グラバー園、他

<高島秋帆本邸>()
養生所(精得館)遺跡
(病院、医学所、分析究理所)

⇔長崎病院遺跡

小曽根築地遺跡
[小曽根家の事業計画]

未定

海岸防傭

オランダ商餌

・プ'ランダ酉餌長の疹庄

・オランダ商甜が医扇の疹在
r癌鱈遮庁所立ψ妾房ι一がでず。ノ

近允西孳式海軍の創殷
近允西離医学の勿め

農広制定アのオランダの
昆主政治戈佐の獄鱗
長崎く元,右御床所

借船2

近允西蓮Z美友癒の初め

イ逝'允西離式Z努の初めノ

イ.三靈重工美探式会髭<ノ

近允西離医学仁基づぐ

医学女の勿め

近代西津医学仁塞づぐ

^

⇔長崎府医学校(及び病院)~遺跡

伸^

と

未定

ネ目

東山手・南山手外国人居留地伝統的建造物群
(グラバー邸、オルト邸、大浦天主堂、領事館跡)国宝、世界文化遺産

未確認

未定

◎ が ^ー、、

未定

日本遺産へ

病虜ぞ附妾ιた医学友の勿め
近允医学か'理代医学へ

イ=長府ズ学医学部/築学部へノ

近允酉離式彫'台笋美

毎居ケ国農遁商蓙美の勿め

西芋経芳女会χ丈佐の伝痔

空間の大きさを
確保しながらブラ

1^冨^^

1 ンド(日本遺産)
を取得することで、
一定の長期安定
的経済効果や地
域の象徴として

〆

1 の効果を期待し
ほす。

エー

日本開国に象徴
される長崎の歴
f'史は、卯月;台日

本の産業革命遺 i
産■の長崎の構

成資産に直接繋
1 がる歴史です。

1各遺跡の整備に
1 ついて"真正性"

1 の重視と"経過と

変化"の提示を
期待します。 ー

"

二

=



長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

'・長畷市長

長崎市教育委員会教育長

長崎市文化財審議会会長

(

ーー__1.5~

'"甑松飯郁顔戸・"
長崎市旧佐古小学校校地の養生所遺跡群の蘭査.邑保存に関する要望書
について

'戸

別添の要・望書主説明書にあるように旧.佐古小学校校地の養生所遺跡譚捻学術
上きわめで重要でありますの・で、貴殿に治かれましては適切な鯛査ど俣存の捨
置を逮やかに講じていただきま,すよう要望いたしま,す。

尚'標記の件に、対する具体的措置にりいてゞ 20-17・年3河10日女でに戈
書に・てご回答くだきいますよう船願いいたしまずb

添付書類

要望書 一通
,..,

説明書 一通

連絡先

日本医史学会事務局

〒li3巻4幻東京都戈京区本郷2-1-1

ト順天堂大学医学部医史学研究室内

洋学史学会事務局

〒182-85魯5.東京都調布市訊布ケ丘1-6-.1

電気通信大学電気通信学部佐藤賢一研究室気付

中村法道殿
、゛

池松誠二殿

田上富久殿
':

馬揚豊子殿

下川達彌殿

2017年2月19日

<

日本医史学会理事長,小曽戸L
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号

長崎県知事

長崎県教育委員会教育長

長崎市長
'、;'""'.

長崎市教育委員会教育長
長崎市文化財審議会会長

'

(.'

16

、

中、村法道殿,
.、".

池松誠二殿
.'・J .、、ニ

田上富久殿'
,弔゛『

馬場豊子殿
':ー、^、、

下jl"随蒲殿

ミ

電

、

＼

2017年2月,19日

長崎市、旧佐古小学校校地の菱生所遺跡那φ郁査巴保存に関ずる要望書
.

■■
要望事項

,旧佐古小学校の校舎古体育館の解体工事を中止レイ近代,医学鳳考古学、・1..

建築学鵡どの専門.家による養生所遺跡舞の頑査指導委員会を早急に立ち
・上げ七そゐ指違め下に頑査郁明されること..11."・,1 、,",・.
...1'、゛"、.'.ー....

養生所'医学所、1分析窮理所、・'<「ルツハウス'及び長崎医学校遺跡の塗る2.

旧佐古小孚校校地を、正.門、'通用門ど周囲の石垣を含め、噺L・ぐ体省館や
校否を建でずに全で残していナビだぐと、巴"";'."
冒、P'闇一、、、.'".■、

3.戈化庁φ指導を仰ぎっりV養勤il,医学肌・'分析窮理所イヘールヅ,人ウ.ス
及ぴ長崎医学校邇跡の全体像を加査L、是瓢を総合評価.L.旧佐古小学校
校地に出土する価値ある遺跡を対象どして史跡指建の申請を戈部科学太
にし、てV.、ただK>こと.6

旦一 W.■●■゛

4,..旧佐古小学校稜地の遺跡畔の保存ど括用のあわ方にっい丈広い分野の専
門家による委員会を設げL市.民に公開しな那ち検討しでいただくこと'
'、J凡、■■電"■."討■一■. .、,"

以上の事項Rつい蒸ご措置いただくよう婆望いだし主手ふ

長崎市戈化財課にょり養生所遺跡が発見されだと'と'ば医学や戈イ七の日蘭交

(・

日本医吏学会理事長

洋学史学会会長、

、

f
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.

流史に関心をもっ日本医史学会と洋学史学会の会員にと?てこの上なくうれし
い出来事でした。長崎市に粘かれましては養生所遣跡を市の文化財として一部
顕在化して保存する予定と承って謁ります。養生所遺跡の上に新体育館施設が
建設され、.'」部を展示する方式で.は養生所遣跡の一部の破壊がまぬがれません。
養好π時代のー'.時期を切り、取っ.て残ずのではなく、菱生所は養生所・医学所、.精
得館、長崎医学校そして佐古尋常小学校に至る歴史の刻み込まれたj日佐古小学
校校地と'とも地残,されるべきです6養生所遺跡群ど小学校の共存は、観光客が多
数押しかけるだけでなく、、養生所、梅毒病院、小島病院、分析窮理所、'解割所で
の薬晶使用ど石組みや不明の排水施設によ.る.土壊汚染は確実であると考えるこ
とができるので無理であります。 1

1
:""""""

仁田佐古小学校の新体育館施誰が予定されてV.、る揚所には養生所遺跡巴その■冒耳 ■甲

時代の石垣があ.り、'新校舎建設の予定場所には医学所、分折窮理所y入.ールツハ
ウス、長崎医学校時代の新講堂や石垣などの遣跡が,ある.と推定.されま,す、現在、
医学所、分析究理所、ヘールツハウス.の正確な所在が木明のまま重機が稼働し、
新校舎建設の,ため.に.旧佐古小学校校舎と校地が磁壊さ.れていくと之に弛し.、_危恨
の念.を.抱いています。'.旧佐古小学校の校舎と体育館の解体工事を速や■,に中止

、

される、ことを要望しま.す。

',}長崎医学校校地に佐古尋常小学校が設遣されたために都市化の荒波φ中、.奇、
跡的に残された養生沙輯跡禅j,(養生所遺跡.と.、':予測さ.れる医学所、:汾析鰐理所、1

■冒_■■'.●■、、■冒■..一■.■■●昆■'.Ξ' 、■、■雫■■■■.■■■%、....

ヘ*ル.ジハ立,ネ.ゞ・石垣な.ど.の各進跡,ン.}の全容を近代医学典ご考古学.ゞ建築学など
Ξ..1■、■■1●一■■'.冒三圏一Ξ一.Ξ Ξ+.弔'.、.● N■..■_■..'.ニ

の專門家による競査指導委員会を早急に立ち上げ.てその指導の下に時間をかけ
て鯛査解閉される.こ'とを要望します。 1・:;・.',・:::ー.1'・'.に・..',に1 け.'゛・ι.1イ.:1.' lf・{.'、・、':'fc ・1卜 1.;・
"エ"".'.冒冒耳.,■■■1 ■',■圏■,.■.■.冒■_:冒■■

、長崎港を県漣し旧唐<屋敷.と.旧丸山花街を眼.下に見る景勝の地にあ.り._f々ル・・'
ベツ.キが寓居Lた太徳寺跡が隣接丈る旧佐古小学校校地全て.を.'1径世のた.めに
そのまま残す決断をされる.ニ'.巴.・を要望レます6ヌ'文化庁の専門嫁の指導を仰.ぎ
なが・ら、.魅生所.,.医崇所、.'1分析鯛理所、;<ールン1nウネ及て漫崎底学校の遺跡
の全体像を御査L総合評価されイ'姻佐古小学校校地怪出土する価値ある.造跡を
対象として史跡指定の宗諸.を文部科学大臣.に.し.ていただく.こ,とを要望します。

国際港とレて日本φ近代イ.ヒに貢献L'た長崎を再認識.し、.伺畷観光都市とし.て
発展して・いく土でき.わめて愈要な遺跡であり゛旧佐古小学校校地.の遺跡群の保
在と活用のあ.り,方にっい.丈広い分野の専門家による'委員会を設け、、市民に公開

しながら検討していただき底すよう.お順い申レ上げますー..ー'一三畢、..,.三N..Ξ+.■ N耳...,ー.、
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説明書

養生所遺跡群の持つ歴史的意義につぃて

天然痘を予防する種痘を普及した出島の商館医オットー・G.J.モーニッケ

は、幕末日本の医療にっいて報告し、衛生行政政策が皆無で、伝染病を蹴ます

る病院がなく、'国立医学校、開業医試験もない.と厳しい指摘をしてぃます。'そ
のような状況を打破する昇本の近代医療革命は長崎の養生所を舞台に始まりま
した。

江戸幕府とオランダ王国によって慕末の長崎で行われた海軍伝習は海軍設立

にとぞまらず近代科学技術巴近代医学が"且繊的に導入され、・稀有の成功を収め
た国際プロジェクトであります。海軍伝習の際、 J.L.0..ポンペ・フ.アソ.・メ

ールテ'ルフォールトにより養生所・医学所が、箪.,νレデスにょり長崎製鉄所

が設立され、近代医学と近代科学技術の革命が始まりました。'・白本の近代化に
貢献できたことはオラ.ンダの誇りであ.り'、ライデン大学教授で日本研究オラン

ダ協会会長でもあ0たノソレメン'・・ボイケルス教授は日蘭交流の歴史上で養生所
は出島と同等の価値があると,いっています。

^冒

1857年、'ポンべは西役所で医学伝習を閉始、'近代西洋医学を系蕊的に教え
ました。養生所は1861年に建設され、'.日蘭友好の象徴としてその屋上に.は.日

本とオランダの国旗力;はためル)て.V.、ました。.、ポ.ン'ぺは侍・・町<、_西洋人,.日本
人の差別なく治療'し、医師は自分自身のも.のではなく病める人の.、のであると

ヘ

戒め、民主的な患者中.心の医療を行い、封建社会に育った弟子達に衝繋を与え

まじた。.衛生思想は松本良順らにより普及.しました。西洋医学は19世紀に近

代医学へと大きく変貌し、ポンぺは養生所に郭いて日本の医師たちに近代的な

西洋医学を初めて体系的に伝えゞ明治から現在へ.と発展する日本の近代医学の
礎を築きまレた

ポンぺの跡を継いだA.E'ボ」ドインは分析鰯理所を設置してW.K./Xラタ
■,■■一

マを招璃、物理学、化学等が教えられました。・養生所は精得館と改名、明治維

新後長崎医学校となりました。精得館頭取の相良知安はボードインにオランダ

の医療法を、 G.註.R フルベヅキに佐古の丘の大徳寺で大隈重信とともにアメ

り力憲法を学びました。維新政府に登用された相良は大学東校を設立、ドイッ

医学を導入しました。."大学東校にポンぺの弟子佐藤尚中を、大学南校にフルベ

ツキを迎え、'近代教育を担う大学を設立しました。長崎医学校長であった長与

専斎は文部省に出仕、岩倉造欧使節団に加わり、英篇虫の医療を視察後、オラ

ンダで医療監理制度を瀕査レまレた。長与専斎は帰国後、相良の構想してぃた

怜
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゛

1

轡制を整備して施行、衛生局を創立して万人の健康を護る公衆衛生行政を開始
しました。ハラタマの跡を継ぐために長崎に赴任したA.J,C.ヘールッはニト

レヒト陸軍軍医学校の薬学教官でした。長与のブレーンとなり、輸入薬物を検
査する司薬場設置を提案、東京司薬揚から東京大学薬学部が始まります。
小島佐古の丘に発祥した近代教育、民主的な考え方と公衆術生行政は東アジ
アに普及、・養生所はアジア.の国女_にとっても近代化の象徴です。
出島と長崎の岬先端にある西役所、唐人屋敷とその背後小島佐古の丘にある
養生所は、港に停泊する蘭船や唐船とともに、幕末海軍伝習の頃の長崎の原風
景です。ポンぺは風通しの良い小高い丘で、.水の便がよく患者が通いやすぃこ

とをホスピタル(H伽P北日a1加N昭会S会M)の建設地として希望しました。繁華
街から患者が通いやすく、.大徳寺.のある景勝の一等地小島佐古の丘を提供した
町衆には、近代医療に寄せる熱し.、瑚待があったのでしょう。
国際港として日本の近代化に貢献.した長崎を再認識Lイ.'国際観光都市.として
発展していく上できわめて重要な遺跡でありL国の史跡指定に申諸する価値が
あるのみならず、幕末の海軍伝習時代の造跡とと・も、に世界遣産指定等の.可能性
も考えられます。
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日本医史学会、理事長小曽戸洋,様
」冒

洋学史学会会長沓澤宣賢様

長崎市旧佐古小学校校地四養野折遺跡群の胴査と保存に関する要望.についで(回答)

2017年2月19旧付でご提出ル.、ただきまし.た標記要望にうき、ましで←炊のとおり回答

いたしまt'

小島養生所は、、'哉痕国の西洋医学発祥の地であり.、歴史的な意義が太きく、.市の
' 1 1・

貴重な財産として慎車に調査研究を行い、その成果は市民をはじめ多く1の方々ぺわ
がりやすぐ為伝えしたいと・考えておりまt。

小島養生所跡については'周知の埋蔵文化財包蔵地と.して、文化財保護法に基づ1

きX 平成卯,犯年度廷発掘鯛査を実施1し、.小島養生所のもの止思われる石垣、、建物

基礎、瓦敷、造、物、等を発見Lで謁り、これらの遺構に影響がない形で.適切な保存,を

行う考.えです。'ま.た、医学所、分析究芽π等跡地、についてば、既存校舎部分にあた,

つでおり、平成27年8月及ぴ平成28年扣月に敷地内の試掘葡査を・行いましたが、既存
.1 '

の校舎建設時におし・ゞで.土地削平がなされており、遣跡は残存していない可能性.が高

いと判断'して.おります。ただし.ゞ.既存校舎解体時および新校舎建設時の.工事施工部

分についてば学芸員の北会いφもと、'慎重ナよ掘削を行う,予定です','また.、工事の

影饗が及.ぶ敷地周囲の石垣につし.、て、.、調査を行う考えですb

小島養生所跡関連遺構の価値にっいては、文化庁、県学芸文化課と市指定文化財

もしくは国の登録文化財の可餌性を協議L、保護措置どして、.より規制が厳'しい,市

指定文化財を目・指tこ.と、.ど.し・ておりま司、。

保存にう'いてば、体脊館建設地において「養生所遣構」.の一音Ⅲこういて露出展

示を行い、、その、他の遺構は、埋戻し保存を行ったうえで、.遣構に影響がない形で

学校建設を進める予定・です、活用につい.て.は、遺構と学校との併存を図る中で'、

学校教育や市.民の学びの場、.・観光客の観覧に.供することが.でき・る展示を検討して

おりま.す。

鮭

長文財第226 号

平成 29年3月,15日
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長崎県知事
長崎県教育委員会教育長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市文化財審議会委員長

長崎市小島の養生所/(長崎)医学校の遺跡の、土壌汚染に関わる見解と要望にっいて

標.記の件にっいて、別添害類の如く、当該遺跡内外に関わる,過去の土壌汚染は重篤で
継続的に進展したものと考えざるを得ず、当該敷地内の全ての範囲にっいて過去の土
壌汚染の可能性が存在Lます。貴理事者様におかれましては、.関係地域の土壌の汚染
に対する原状回復に向け、また諸関連事業にっし・、て適切で速やかな対策が講じられる
ことを要望いたします。

なお、当件の具体的な措置、対策にっきましては、2017年2月24日(金)までに、ご回
答をくださるようぉ願い申し上げます。

中村法道様
池松誠二
田上富久様
馬場豊子様
下川達彌

2017年(平成29年)2月20日月曜日

匁風会匙酔
添平成キ野
29,2,20

収典払秀
1 0.8

養生.所を考える会代池知和恭,

1.別添書類
f

『長崎市小島の養生所/(長崎)医学校の遺跡の土壌汚染に関わる見解'と要望の書』
一通

連絡先

養生所を考える会代表池知和恭
〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二
携帯電話090-3,730-1858

(電話 095-843-3491)

また、私達から2017年2月14臼火曜日に提出いたしました要望書『長崎市小島の養生
所/(長崎)医学校の遺跡の調査と保存と活用に関する要望書』に関わる具体的な措置、
対策につきましても、2017年2月24日(金)までに、ご回答をくださるようお願い申し上げ
ます。

以上

記

( 1巨、1 )

s.681000
長方形

s.681000
長方形



長崎県知事

長崎県教育委員会教育長
長崎市長
長崎市教育委員会教育長
長崎市文化財審議会委員長

養生所を考える会代表池知和恭

長崎市小島の養生所/(長崎)医学校の遺跡の土壌汚染に関わる見解と要・望の書

私達は2017年(平成29年)2月15日に長崎市の理事者の,主催で行われ,た第五回長崎市
立仁田佐古小学校校舎等建設計画地・域懇話会の席上で、出席者の地域居住者から、
旧長崎,市立佐古小学校地がその過去・に病院として使用された経緯より、土壌汚染の可
能性があるのではないか'、との指摘があったと聞きました。
当該懇話会の席土、長崎市の理事者からの旧長崎市立佐古小学校地の土壌汚染の
調査,やその経緯及.び調査結果に関わる回答はなか,つたよ.うです。
旧長,崎市立佐,古小学校地と7部の隣接道路が、養生所/(長.崎)医学校の遣跡である
事にっいて、私達は、過去二回の長崎市議会議.長への陳情害及び一回の長崎、県知事
中村法道様、長崎県教育委員会教育長、池松誠二様、長崎市長田上富久様、、長崎市
教育委員会教育長馬場"豊子様、長崎市文化財審議会委員長下川達彌様.への要望皇
で述べてきました。

私達は、養生所を考え、る会で、,当該遺跡地での土壌汚染の可能性にっき、当会副"代
表で,ある・長.崎大学名誉教授.(医学部)相川忠臣先生を交えて協議し、・当該遺跡地内に
おいて、第一に、治療薬や試薬その他の薬品において水.銀とヒ素の毒物等有害物質の
取扱があること、第二.に、男bK施設.の実態,が不明であること、第三に'排水処理施設の
実態が不明であること、第四に、排水処理システムの実態が不明である_こと、第五に、排
水や排水処理の施設、や排.水処理システム.にっいて現代的な環境保全への対策が実施
されていたとほ考えられないことの五点から当該遣跡の敷地内1こおいて過去に水銀とヒ
素による土壌汚染が継続的に進展.したと考えざるを得ないこと、当該遣跡の敷地外にお
いて排・水経路等にょり過去に.水銀とヒ素にょる土壌汚染が継続的に進展した可能性が
あることを確認しました。

中村法道様
池松誠二
田上富久様
馬場豊子様
下川.達彌様

2017年(平成29年),2.月20日月、曜日

園

次に養.生所を考える会で確認できた事項を記します。

( 1ゼ豆)



記 1.(養生所を考える会で確認した事項)

1.旧長崎市立佐古小学校地と一部の隣接道路は、養生所/(長崎)医学校の遺跡であ
り、当該遺跡地の内において、病院、医学所、分析究理所、医学校、梅毒病院の諸施設
が運営された。

2.当該遺跡地の内の旧長崎市立佐古小学校体育館棟敷地と一部の隣接道路におい
て、1861年(文久元年)から1957年(昭和32年)頃まで約96年間、病院が運営された。
3.当該遺跡地の内の旧長崎市立佐古小学校体育館棟敷地と一部の隣接道路におい
て、1881年伊彫台14年)から1957年(昭和32年)頃まで約76年間、梅毒検査と梅毒治療
の専門の病院が運営された。

(1881年(明治14年)8月長崎病院附属梅毒病院が開院、1882年(明治15年)3月梅毒病
院が長崎病院の附属を離れる、1889年(明治22年)4月長崎梅毒病院と改称、1897年(明
治30年)12月長崎駆梅院となる、1899(明治32年)3月長崎県立駆梅院と改称、1901年
伊月j台34年)6月県立長崎娼妓病院と改称、1918年(大正7年)4月県立小島病院となる)
4.梅毒治療には、ポンぺの時代より水銀が、又水銀化合物が使用され19仭年伊月j台42
年)ドイツ'万ンクフルトの工ールリ北の研究室で秦佐八郎と工ールリ北にょり発見され秦等三人に
より開発されて1910年伊月j台43年)1こト、イツのへキストで製造販売され、近代治療薬であり日
本でも梅毒治療の特効薬として使用されたサルバルサンの主体はヒ素化合物である。
1928年(昭和3年)英人フレミングが発見い929年(昭和4年)に命名い942年畑召和17年)1こ
実用化され第二次世界大戦で広く用いられ1945年(昭和20年)から民間に開放されたへ'
ニシリンの日本導入後も日本においてサルバルサンは多用された。
梅毒病院の敷地内におし・、てこれらの毒物は長期間に亘り継続的に取り扱われている。
5.長崎病院附属梅毒病院から小島病院に至るまでに複数回の改築・新築を経ている
が、資料上、それぞれの排水施設と排水処理施設と排水処理システムは今だ不明であ
る。

6,2015年(平成27年)及び2016年(平成28年)の発掘調査によりなんらかの排水溝と推
測できる石組の溝が検出されているが、これが、汚水の排水施設であるのかどうか、他
に汚水の排水施設の検出があるのかどぅか、排水処理施設の検出があるのかどぅか、
遺跡の排水処理システムをどぅ認識しているかにっいて、長崎市から調査結果が報止
されておらず、遺跡に見る排水施設と排水処理施設と排水処理システムの概念は不明
である。

フ.当該遺跡地の内の記 1・2の敷地以外の敷地において、1861年(文久元年)から
1906年(明治39年:佐古尋常高等学校設立)頃まで約45年間、養生所(後に精得館)及
ぴ長崎府医学校以来の医学校の諸施設が運営された。

8.当該遺跡地の内の記 1-2の敷地以外の敷地において、18乃年卵剛台8年)から187フ
年(明治10年)10月まで約2年間、英医ヒールにより寄宿舎を利用して梅毒病院が運営さ
れた。

明治U年以前に記1-7の敷地の内の南部と北部にあった寄宿舎の内のどの寄宿舎が
梅毒病院に利用されたかにっいて、養生所を考える会では未確認である。
9.当該遺跡地の内の記 1・2の敷地以外の敷地において運営された諸施設のうち、特
に、医学所、分析究理所、解剖室(遺体安置室)、解剖教場、化学実験室、化学器械室、
生理実験室、物理器械室、他教場では、薬品が取り扱われ、又は、薬品が取り扱われ
た可能性がある。

( 2女'3 )
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10.当該遺跡地の内のき引・2の敷地以外の敷地において、資料上、諸施設の排水施
設と排水処理施設と排水処理システムは今だ不明である。
れ.当該遺跡地の内の記1-2の敷地以外の敷地において、発掘調査はなされておら
ず、遺跡に見る排水施設と排水処理施設と排水処理システムの概念は不明である。
12,当該遺跡地の内及ぴ当該遺跡地の内の諸施設において、排水施設や排水処理施
設と排水処理システムにっいて現代的な環境保全への対策が実施されていたとは考え
られない。

13.以上の当該遣跡地の内での薬品の取扱と排水施設や排水処理施設と排水処理シ
ステムについての推察より、当該遺跡の敷地内において過去に継続的に水銀とヒ素に
よる土壌汚染が進展したと考えざるを得ない。
14.当該遺跡地の内において、過去に、薬品取扱上の事故があった可能性がある。
15.薬品取扱上の事故の可能性より、当該遺跡地の内の全域に、過去に、'土壌汚染の
あった可能性がある。

16.当該遺跡地の内及び当該遺跡地の内の諸施設の排水施設や排水処理施設と排
水処理システムによっては、排水処理が当該遺跡地内で完結せずに、排水が当該遺跡
地の外に誘導された可能性がある。

17.当該遺跡地の外への排水の誘導により、当該遺跡の敷地の外において、過去に
継続的に水銀とヒ素による土壌汚染が進展した可能性がある。

18.'当該遺跡地の外の稲佐において、1860年(万延元年九月)から松本良順によりロシ
ア水兵休息所にて日本初の検梅が行われた。

19.当該遺跡地の北に隣接する旧大徳寺境内において、1870年佃月j台三年十月)から
1871年(明治四年三月)まで約5ケ月間、英医二.ートンにより旧大徳寺庫裏を利用して梅
毒仮病院が運営された6

20.当該遺跡地の外の稲佐において、1871年印月j台四年六月)から18乃年如鳥台6年)3
月まで約2年間、今村盛吉宅、西田武良治宅を借用して梅毒治療を実施した。
21,当該遺跡地の外の寄合町において、1874年師月;台7年)10月から18乃年伊彫台8年)
まで約1年間、英アジア艦隊7等軍医ヒールが千歳屋を修繕して開院し梅毒治療を実施し
^0

22.当該遺跡地の外の寄合町において、1877年佃月j台10年)10月から1881年伊月j台14
年)8月まで約4年間、梅毒治療の病院を運営しナこ。

(英医ヒールにより仮病院が開院、1878年伊月j台11年)5月英医口ーレンソンが監督に着任、
1878年(明治11年)9月長崎梅毒病院と呼称、1879年御鳥台12年)英医の監督を廃止。)
23、当該遺跡地の外の浪ノ平において、1878年(明治11年)4月から1881年伊月j台14年)
8月まで約3年問、(長崎梅毒病院)浪ノ平分院が設置されナニ。
24、当該遺跡地の外の浪ノ平において、1881年伊月j台14年)8月、検梅所を新設した。
25、当該遺跡地の外の丸山において、1881年伊昂台14年)8月、検梅所を新設した。
26、当該遺跡地の外の戸町において、戸町梅毒病院が運営された。
27、当該遺跡地の外の戸町において、1886年佃月j台19年)、戸町検梅所を新設した。
(長崎梅毒病院が戸町梅毒病院を合併したこと1こ伴う)

28、当該遺跡地の外の新橋町において、1889年缶月j台22年)頃、長崎梅毒病院が運営
された。

(1889年師月j台22年)1月5日"當区新橋町なる長崎梅毒病院"との新聞記事がある由)

( 3老a )



私達は、記 1の確認事項より、養生所/(長崎)医学校の遺跡(旧長崎市立佐古小学校

地と一部の隣接道路)及び関連する周辺地域、他の地域について汚染以前の人の生活
圏としての土壌の原状回復を目指す為、長崎市に次の記11の措置を要望します。

1.養生所/(長崎)医学校に関わる歴史上の排水施設や排水処理施設と排水処理シス
テムの速やかな実態解明。

2.記11-1を踏まえた養生所/(長崎)医学校の遺跡(旧長崎市立佐古小学校地と一部
の隣接道路)及び関連する周辺地域における、また、他の梅毒治療に関係する地域に
おける第三者機関による土壌汚染の実態調査の速やかな実施。

3.記11-1、2を受げた汚染土壌の原状回復のための除染処置等計画の速やかな立案。
4.記N・3の汚染土壤の原状回復のための除染処置等の計画の速やかな実施。

5.記11-4の汚染土壌の原状回復のための除染処置等の実施の後の土壌汚染に対す
る改善実態の確認の速やかな実施。

記11(要望する措置)

私達は、私達の養生所/(長崎)医学校の遺跡地の土壌汚染に関わる見解を踏まえて、
長崎市が推進し、また、私達が陳情し要望して来た、長崎市立仁田佐古小学校の建設
運営計画と養生所/(長崎)医学校の遺跡の保存と活用について、次の記Ⅲを要望しま
す。

(長崎市立仁田佐古小学校運営及び

養生所/(長崎)医学校の遺跡の保存ど舌用に関わる要望)

1.旧長崎市立佐古小学校地及ぴ関連する周辺地域では過去に水銀とヒ素による土壌
汚染が継続的に進展したと考えざるを得ず、同時に、過去に当該小学校地内及び関連
する周辺地域で広範囲に土壌汚染が発生した可能性があります。

2.当該地域の全土壌の汚染の実態調査は事実上不可能と考えられ、排水施設や排水
処理施設や排水処理システムの過去の各施設における実態が不明な現状では的確な

サンプリングは望めず、発掘調査による土壌撹乱のある区画では既に汚染実態が変更
されており、即ち、対象地域の現状は土壌汚染の実態調査の精度維持に課題を残し、
一方で、過去に水銀とヒ素による土壌汚染が継続的に進展したと考えざるを得ず、まナニ、

広範囲に土壌汚染が発生した可能性があり、従って、土壌汚染の実態調査の結果に係
わらず現在の土壌汚染の可能性を排除できない可能性があり、また、除染処置等の実
施の後の状態にっいて、当該地域の土壌の状態が、完全に、汚染以前の原状に回復
するとは考えられません。

3.児童は成人と比較して、体重も小さく若年であり発育過程にあり薬物等有害物質の
影響を受けやすい存在です。

4.私達は、記Ⅲ・1、2、3より、長崎市が2019年(平成31年)以降の長崎市立仁田佐古

小学校の運営予定地として旧長崎市立佐古小学校の校舎等施設の解体と新築作業を
進める過去に水銀とヒ素による土壌汚染が継続的に進展したと考えざるを得ずまた過
去に広範囲に土壌汚染が発生した可能性がある旧長崎市立佐古小学校地につぃて、
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長崎市が現在旧長崎市立佐古小学校地での新校舎等新施設竣工までと期間を区切っ
て長崎市立仁田佐古小学校の運営を行っている土壌汚染の経緯の考えられない旧長
崎市立仁田小学校地と比較して、体重も小さく若年であり発育過程にあり薬物等有害物
質の影響を受けやすい児童の日々の六年間の日常生活の場である小学校の新しい運
営地として、土壌汚染の実態調査の結果の如何に係わらず、除染処置等の実施の後の
汚染状態の評価に係わらず、新校舎等新施設の建築様式の如何に係わらず、'すでに
不適切であると考えます。

5.私達は、長崎市に、過去に水銀やヒ素による土壌汚染が継続的に進展したと考えざ
るを得ずまた過去に広範囲に土壊汚染が発生した可能性がある旧長崎市立佐古小学

校地での長崎市立仁田佐古小学校の運営に関わる、2017年(平成29年)2月長崎市議
会への長崎市立仁田佐古小学校建設関係予算案の提出や旧長崎市立佐古小学校の
施設の解体工事や旧長崎市立佐古小学校の外周道路の拡幅建設や長崎市立仁田佐
古小学校新校舎等新施設設計等一切の計画の実行について、速やかに撤回または停
止し、解体中の施設の崩壊等に対する当面の安全処置を実施し、且つ、解体の現場等
において廃材の集積等の遺跡の損壊に繋がる状態を解消する為、速やかに廃材を撤
去する等の遺跡保存への処置を実施することを求めます。
6.私達は、長崎市に長崎市立仁田佐古小学校の運営予定地を旧長崎市立仁田小学
校地に、現行計画を変更して、定めることを求めます。

フ.私達は、長崎市に、記nの汚染土壌の原状回復を目指した措置の速やかな実施を
求めます。

8.私達は、長崎市に、記"の汚染土壌の原状回復を目指した措置について、養生所/
(長崎)医学校の遺跡の保存上、当該遺構の損壊のない技術の採用による原状回復計
画の立案を求めます'

9.私達は、記{及び記Ⅲ・1、2より、土壌汚染の実態調査について、文献調査、発掘
調査、土壌汚染分析調査等の諸手法の伺時併用により、精度のある調査結果が得られ
ると考えます。

諸手法を連携した的確で効率的で迅速な運用には、諸手法の運用を有効に統括する
仕組が必要です。

2017年(平成29年)2月3日九州考古学会より『長崎市小島養生所跡・医学校跡の調査

と保存に関する要望書』が長崎県知事中村法道様、長崎県教育委員会教育長池松誠
二様、長崎市長田上富久様、長崎市教育委員会教育長馬場豊子様に提出され、2017
年2月6日九州考古学会が同件を発表しました通り、九州考古学会は当該要望書にて、
養生所/(長崎)医学校の遺跡について「遺構全体を医学史上の重要史跡止捉え「小島
養生所跡・医学校跡の建物の全容を把握するに足る調査とこれを踏まえた検討が不可
欠である」との認識を示し、「上位機関または文化庁による正式な指導・助言のもとでの
調査と保存計画の推進の実現、並びに、市の文化財審議委員会、考古学や建築学、近

代医学史などこの分野の複数の専門家を招いて組織する調査指導委員会の設置の実
現、組織された調査指導委員会のもとでの調査と保存計画の推進の実現」を要望しまし
^0

私達は、九州考古学会によって提案された調査指導委員会に土壌分析調査と汚染土

壌の原状回復の専門家を加えた総合的な調査指導体制のもとに各種調査を統括する
ことにより、土壌汚染に対する調査と対策、及び、文化財の調査の双方に、より、迅速で、
効果的かつ効率的で有効な実績を導くことができ、同時に、日本の近世から近代にかけ

( 5々き)



ての当該遺跡にっいてイ日本の近世から近代における近代西洋医学の導入と成長、そ
して現代医学への過程に一貫して関わる、日本で唯一のまた衛生思想の発祥である医
学校及び病院における、本紙の主題である土壌汚染や排水システムの実態の解明と遺
跡における土壌汚染の実態把握と汚染土壌の改善等の解明把握した多角的実態と活
動実績の報告を含め、当該医学校と病院の運営の実態にせまる学術的成果をもって
速やかに市民や広く世界の人々に開示することに意義を認め、即ちもって将来の人類
の文化・社会の向上に貢献することができるものと考えます

私達は、長崎市に、九州考古学会によって提案された調査指導委員会を設置すること
を求め、かっ、当該委員会が養生所/(長崎)医学校の遺跡の土壌汚染に対する調査と
対策、及び、文化財の調査、そして、保存と活用の全ての過程を統括するよう求めます。

以上

( 6泛9 )
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養生所を考える会代表池知和恭
〒852-8127

長崎県長崎市大手二丁目十七一四十六一-0二
携帯電話090-3730-1858

(電話 095-843-3491)
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養生所を考える会・代表池知和恭様

長崎市小島の養生所/(長崎)'医学校の遺跡め調査と保存,と活用に関する

要望書及び、長崎市小島の養生所/(長崎)医学校の遺跡の土壤汚染に関わる

見解と要望について(回答)

2仇7年2月14日及び2017年2月20日付でご提出いただきました標記要望につきまし

て、次のと船り回答いたします。

小島養生所は、我が国の西洋医学発祥の地であり、歴史的な意義が大きく、'市の

貴重な財産として慎重に調査研究を行い、その成果を市民をはじめ多くの方々へわ

かりやすくぉ伝えしたいと考え'ております。

小島養生所跡については、周知の埋蔵文化財包蔵地として、文化財保護法に基づ

き、平成27年度、 28年度に発掘調査を実施し、小島養生所のものと思'われる右

垣、建物基礎、'瓦敷、・遺物等を発見してお'り、これらの遺構に影饗がない形で適切

な保存を行う考えです。また、、医学所、分析究理所等跡地にっいては、既存校舎部

分にあだっており、平成27年8月及び平成28年10方に敷地内の試掘調査を行いまし

たが、既存の校舎建設時において士地削平がなされて羚り、遣跡は残存していない

可能性が高いと判断Lております。ただし、既存校舎解体時および新校舎建設時の

工事施工部分につい.ては、学芸員の立会いのもど、慎重な掘削を行う'予定です。ま

た、工事の影響が及ぶ敷地周囲の石垣について・も、調査を行う考えです。

小島養生所跡関連遺構の価値についてはイ文化庁、県学芸文化課と市指定文化財

もしくは国の登録文化財の可能性を協議し、保護措置として、より規制が厳しい市

'指定文化財を目指すことどしております。

保存については、体育館建設地において'「養生所遺構」の丁部にっいて露出展示

を行い、その他の造構は、埋戻し保存を行0たうぇで、・'造構に影響がない形で学校

建設を進めます。活用については、遺構と学校との併存を図る中で、学校教育や市

民の学びの場、観光客の鶴覧に供することができる展示を検討してまいります。

土壊汚染の調査にっきましでは、土壌汚染対策法の第4条の規定の基づき、

「3,000 金以上の土地の形質の変更」に伴う届出を行う必要がありますが、佐古小

学校が明治39年に現在の地に開校じ、すでに U0年以上を経過し、開校以前の土

地の歴史である地歴調査をするに必要な資料等の確認が極めて困難な状況でビざ
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長崎市長田上
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いますので、土壌汚染の調査命令が出される可能性は、基本的にはないとの見解が

環境部よりあっております。

したが?て、法的な調査義務はないものと考えております。

しかしながら、地元住民との協議会において、土壌汚染を危愼するご意見をいた

だいたので、'どのような調査ができるのか、専門家の意見をお聞きし十検討してま

いりたいと考えております。

'

、

、'ι
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長崎市長田上富久様

養生所,・長.崎医学校等遺跡の保全に関する公開質問

長崎の自然と文化徹守る会は、去る6月.24日に総会を開催し、養生所'長崎医学校等遺跡(養生
所等遺跡)にっいての講演会を開催しました。相川忠臣長崎火学名誉教授の講演を聴い.た会員
は、養生所・長崎医学校の歴史的意轆にういて詔、識をあらたにしました。総会で出された意見・疑
問を、世話人会で整理・確認し、養生所・長崎医学校等遺跡に関,、る長崎市の文化財行政、学校
建設、観光行政について公開質問状を提出するとととなりました。
以下の3点項目にういて市長の回答をいただきたく質問状を提出します。

1,養生所・.長崎医学校等遺跡の歴史的価値の認識について

市長が、養生所・長崎医学校等遺跡の歴史的価値をどのようなものとして考えておられるのかに
つぃて説明を給願し辺ますi長崎大学、長崎県医師会、長崎市医師会、九州考古学会、日本医史
学会巴洋学史学会等が長崎市や長崎県に提出している保全の要望からも養生所等遺跡の重要性
が推測されます。遺跡の全体にっいての調査を行なう前に、また文化財の保護についての十分な

審議を行なう前に、造跡等を破壊し、、拙速に小学校の建設を急ぐことは.、養生所・長崎医学校の歴
史的価値の軽視があるのではないかとの疑問が拭えません。

2.統合した小学校を養生所・長崎医学校等遺跡のある旧佐古小学校に建設することの合理
性について

養生所等造跡が確認されている旧佐古小学校跡地に、統合した小学校を建設することとした根拠
にっいて説明を謁願いします。当会の会員の多くは、遺跡等が存在しないとと、・また道路等のアク
セスが容易なこと等から判断して、旧仁田小学校に、統合した小学校を建設することが合理的な判
断であると考えます。旧佐古小学校案の決定に至った手続・経過についても翁たずねします。

3,養生所,':長崎医学校等遺跡の全面保存と復元などの利用可能性について
養生所等造跡はゞその歴史的重要性から判断じて、復元に値する遺跡て吻ると考えられます。遣
跡等の全面保存と遺跡を損なわない形での養生所や分析窮理F斤等の建物の復元についでの考え
方をお聞かせ願います。

現在表明されてし,哨養生所等遺跡の部分的な保存の失敗の例は、評判の悪いサント・ドミンゴ教
会方式(地下方式)です。見学者は、、この方式では、造跡の一部しか見ることができません。そこから
遺跡の全体を想像するととができないととが不人気の原因です。.日本で最初の近代医学校を復元

するととは出島、居留地と並ぶ長崎の観光資源となると考えま司、。'また市民の理解と贊同も得られる
のではないでしょうか。

なお、旧仁田小学校を使いながらの建替えも、運動揚を暫定的に旧佐古小跡地に確保すること
で可能ではないかと考えられます。

遺跡の破壊を伴う土事が進行中であることから、7月20日までに回答を給願いします。
'
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連絡先:長崎市大浦町9-31'瑠璃庵ビル3F
たんぽぽ薬局(前川晃彦)

^/四5一詑0-7136

長崎の自然と文化を守る△ン

会長・鮫島和夫一

2017年7月12日

ノ

゛'1

ー
/

1
气

s.681000
長方形



、

長崎の自然と文化を守る会

会長"・鮫島和夫様

.、

養生所・長崎医学校等造跡の保全に関する公開質闘.について.(回答)

2017年7月 i2日付.でご提,出いただきました標記公開質問'にっきま・して1、

次のとおり回答いたします。

1'.養生所一.長,崎.医学校等遺跡の歴史的価値の認識につ,いて

長崎(小島).養生所跡は、、幕末における近代化の先進地として重要な役

割を果たした歴史的資産のーつであり、「長.崎市歴史文化基本構想」にお

いて.も、'「近代化の黎明1,に関す.る主要だ歴史文化遺産としで位置付けて

いま,、'。

我が国に船ける近代西洋医学発祥の地として、その歴史的意義は大きい

ものと認識しており、今後、市民をはじめ,多.くの方々にお伝えしていきた

いと考えています。

文化財保護上の取組みどして、平成 27年度に実施.した試掘調査では、

旧体育館敷地内に遣構が保存されているご'とを確認し、.その範囲を「小島

養生所跡」の名称で、'既に文化財保護法第'93.条の規定に基づく周知の埋

蔵文化財包蔵地とし.下謁りゞ..また、新校舎建設に先立ち、平成 27年度及

び・28年度にそれぞれ発.掘調査を実施してイ遺構等の・保存状態を確認して

います。 、

小島養生所に関する造構の価値については、とれまで文化庁及び県の学

芸文化課と、'市.の文化財もしくは国の登録文化財とする可倉冒注を協議レ、

長崎市としては{.保護措置においてより規制が厳・しい市の文化財指定を目

指すこ.ととしました。

長文財第135号

平成29年7月28日

長崎市長'田上
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その後、古写真や絵図等の資料を分析するなどイさらに調査を進め、旧

体育館敷地については、長崎市文化財、審議会及ぴ長崎市教育委員会にお廿

る審議を経て、平成29年6月5日付で、「長崎(小島)養生所跡.」として

長崎市の史跡に指定しています。

一方、医学所や分析鰐理所があったと推定される旧校舎部分については、

平成27年度に4か所、 28年度に1.か所の試掘調査を行・つた結果、遣構等
i

は確認されず、地山が検出され、後世に削平されたと考えられたため、..発

掘調査は行わないとととしながら.も、旧校舎の解体または新校舎建設に伴

う工事施行部分光給いて掘削等を行う'場合は、学芸,員立ち合いのもと慎重

に対応すること,としてきました。

そのような中・、.旧校舎の解体に伴う掘削時に学芸員による立ち合いを行

つたところ、建物等の遺構ではあり・ません邪・、過去の士地掘.削により大半

が破壊されたとみられる周囲の石垣の基礎部分が一部発見されたため、そ

の範囲も市の史跡に加え、指定範囲を拡大,、るなど、長崎市文化財.審議会
゛

のご意見も踏まえて対.応することとしています。
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2.・統合した小学校を養生所・長崎医学校等遣跡のある佐古小学校に建

設ずることの合理性について

佐古小学校及ぴ仁田小学校の統廃合につきましてはゞ平成・記・年から地

元住.民の皆様と協議を重ね、両校を廃止し、,平・成 28年4月.に新設統合す

るととを決定いたしました。
、

また、新校舎の位置につきまじては、地元協議の中でイΠ日佐古小学校

の跡地は、医療活動の前身の活動を行ってきた場所でもあり、そとに学校

を建てるととで、子どもたちの向学意欲を高めるととができる」.とのご意

見をいただくとともに、子だもだちの教育環境を考慮し.、 3つの敷地に分

割されている旧仁田小学校よりも敷地がまとまっている旧佐古小学校跡

地が円滑な学校運営ができるとして、適地は.旧佐古小跡地と決定しました。

こ'のような結論,に至るまでには、地・元の皆様方と6年間にも及ぶ長い時

間'をかけて協議を重ねてきたものであり'、'地域や保護者の皆様からは、校,

舎の老朽化が進んでいるため、'一日も早い新校舎建設が求められて給りま

す。

、

、
,
こ
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3.養生所・長崎医学校等遣跡の全面保存'ど復元などの利用可能性につ

いて

学校建設にあたっては、体育館建設地において「養生所造構」の一部を

露出展示し、,その他・の造構は埋め戻し保存を行うこととじており、.遺構展

示のあり力にっい'ては長崎大学'と十分協議を行い、学校教育や市民の学び

の場、また、.観光客の観覧に供する揚として、造構と学校が併存できるよ

うにした.いと考えています。

との点に関しては、地域の懇話会においても、[遣構の価値が.あれば、

学校建設と併設し、市民が見でわかる.ような展示の工夫をしてほしい」、

「西洋医学発祥の地で学ぶどい'う意義を子'どもたちが理解できるように

展示してほしいJ など、造構と展示の共存共栄を検討しつつ、'学校建設を

予定ど給り進めてほしいとの.ど意見をいただいて翁ります。

長崎・(小島)養生所の遺構にっいでは、'過去の開発に伴い、多くが既に

失われており、展示できるものも限られま司、が、残された絵図や写真等か

ら全体をイメージするごとは可育且'と考えますので.、・長崎大学と連携し、効

果的な展示方法等栂ついて検討してまいります。

今後も、子どもたちが近代医学発祥の地で夢を持って学べるよう、校舎

と小島養生所跡の遺構の併存.について取.り組んでまいります。

゛
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長崎市長田上富久様

1.緊急の要請

1.旧佐古小学校跡地の敷地全体の学術胴査と適宜に市民へ公閉すること

当会は、幕末から明治にわたる「養生所・長崎医学校等遺跡」全体を文イヒ財と捉え、その敷

地全体の指定と保全・活用を図るぺきだと考えていますb そこで、遺構の全貌を明らかにする

調査とそが優先されるべきだと思います。小学校の建設工事を優先し、その工程に縛られなが

ら添え物のような遺構調査という選択はありえないと考えます。

また、発掘調査の途中でも、その様子を市民に公開し、遺跡の重要性を喚起すべきです。調

査報告書をまとめ、記録保存した等という言い訳は、医学発祥の地を標袴する長崎市としては、

その見識のなさを全世界に示すととになりま,、。

2.早急に地元説明会を開催し、史跡の重要性と小学校建設を仁田小跡地へ変更する合意を図

るとと

長崎市・教育委員会の当遺跡に対する認識と見識の欠如が招いたミスリードによって、地元

民に迷惑をかけ、世界的遺産を破壊しそうになっていることを率直に詫び、原点に戻って再議

を提起する誠実な対応が緊急に必要です。

3.佐古小跡地建設の前提条件とされる道路拡幅や外周道路建設作業を中止するとと

佐古小跡地建設の前提条件とされる道路拡幅は困難です。前提条件なのに、完成目論みは小

学校建設完成後という矛盾した事業遂行計画です。しかも、外周道路はこの引き込み道路が完

成しなけれぱ機能しないのに、先行して造成作業が行われています。既成事剣ヒを、つて、さ

まざまな重要な議論・判断を押さえ込もうという悪しき公共事業の見本と成り果ててぃるとい

つても過言ではありません。

また、外周道路はそれに面する住民の要望とは趨鰭を来しています。「便益」を受ける住民が

少数に限られ、当該者らもクルマの双方向交通までは望んでぃないとの声もありまt。それに

も関わらず行われる工事の強行は、史跡の敷地蝿界を示す重要な遺構を破壊し、遺跡の価値を

削いでしまう危機にあります。直ちに、工事を中止されるよう要請します。

Ⅱ.活用方向の要請

養生所・長崎医学校等遺跡の敷地全体の文化則指定と保全、建物等を施設整備の時期に配慮

しながら復元を図って下さい。

養生所・長崎医学校等遺跡の保全と活用に関する要請

20 1 7年8月16日

長崎の自然と文化を守る会

F卸

"
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長崎の自然と文化を守る会

会長鮫島和夫様

養生所・長崎医学校等遺跡の保全と活用に関する要請について(回答)

2017年8月16日付でご提出いただきました標記要請につきまして、炊の

とおり回答いたします。

1.緊急の要請

1.旧佐古小学校跡地の敷地全体の学術調査と適宜に市民へ公開するこ

と

長文財第 167

平成29年8月3

旧佐古小学校跡地においては、新校舎の建設予定地として、埋蔵文

化財の確認を要する範囲について、平成27年度以降、発掘訊査を段階

的に実施してきました。

平成27年4月に実施した旧体育館敷地における試掘調査では、養生

所建物の,存続期にあたる幕末から明治前期にかけての遺物包含層が

良好な状態で残存するととが判明したごとから、本格胴査を行い、そ

の状況については、同年10月に、佐古小学校・仁田小学校統廃合検討

協議会による現地見学会を開催し、視察していただきました。

この旧体育館敷地の範囲については、日本最初の近代洋式病院及ぴ

その関連施設として、幕末に設置された長崎(小島)養生所、医学所

及び分析究理所を含む精得館までの施設に対する評価から、長崎市の

史跡に指定しているところです。

現地では、旧校舎周辺及び旧グラウンド敷地を含め、現在も工事の

進捗に伴う立会いや発掘調査を実施していますが、それらの成果にっ

いては、これまで同様、長崎市文化財審議会や長崎市議会、また、地

域の皆様にも、機会を捉えてご報告したいと考えています。

35
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2.早急に地元説明会を開催し、史跡の重要性と小学校建設を仁田小跡

地へ変更する合意を図ること

佐古小学校及び仁田小学校の統廃合につきましては、平成 22年か

ら地元住民の皆様と協議を重ね、両校を廃止し、平成 28年4月に新

設統合することを決定いたしました。

また、新校舎の位置につきましては、地元協議の中で、「旧佐古小

学校の跡地は、医療活動の前身の活動を行ってきた場所でもあり、そ

とに学校を建てることで、子どもたちの向学意欲を高めることができ

る」とのご意見をいただくとともに、子どもたちの教育環境を考慮し、

3つの敷地に分割されている旧仁田小学校よりも敷地がまとまって

いる旧佐古小学校跡地が円滑な学校運営ができるとして、適地は旧佐

古小跡地と決定しました。

このような結論に至るまでには、地元の皆様方と6年間にも及ぶ長

い時閥をかけて協議を重ねてきたものであり、地域や保護者の皆様か

らは、校舎の老朽化が進んでいるため、一日も早い新校舎建設が求め

られております。

36

3.佐古小跡地建設の前提条件とされる道路拡幅や外周道路建設・作業を

中止するとと

仁田佐古小学校新校舎等建設予定地の旧佐古小学校の外周道路の

整備につきましては、道路幅員が狭く、車両が進入できないととから、

日常の買い物や通院、介護等に粘いても不便をきたしていると.ともに、

緊急時における救急搬送や消防活動等にも支障をきたしております

ので、学校の建て替えを契機に地域の防災性の向上や地域のまちづく

りの観点から、学校用地を活用し、緊急車両等が通行,できる周回道路

を整備(概ね幅員4m)していきたいと考えています。

また、仁田佐古間の道路(市道稲田町6 号線)につきましては、仁

田中央公園側に拡幅し、幅員 6.5m の道路を計画しております。

現在、関係地権者の意向確認を行っており、同意が得られ、用地買

収が完了したところから1慎次道路拡幅を行い、工事車両等の通行に活

用していきたいと考えています。



Ⅱ.活用方向の要請

長崎市は、小島養生所跡の遺構が残る旧体育館敷地の範囲を市の史

跡に指定する一方で、旧校舎や旧グラウンドを含む敷地全体にっいて、

文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地として遺跡地図に登

載し、開発等に際して発掘調査を行うなど、その保護に努めています。

現状から、建物等を当時のように復元することは困難ですが、学校

建設にあたっては、体育館建設地において遺構の一部を露出展示する

こととしており、展示のあり方については長崎大学と十分協議し、 学

校教育や市民の学びの場、また、観光客の観覧に供する場として、遺

構と学校が併存できるようにしたいと考えています。

長崎(小島)養生所の遺構については、過去の開発に伴い、多くが

既に失われており、展示できるものも限られますが、長崎大学との連

携のもと、残された絵図や写真等も活用しながら、当時の状況をイメ

ージできる効果的な展示を目指します。

今後も、子どもたちが近代医学発祥の地で夢を持って学べるよう努

力してまいります。
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長崎市長幽上富久様

旧佐古小学校跡地への学校建設の中止を求める

緊急要請

私たち三団体は、養生所・医学所・分析窮理所等の遺跡を、幕末から明治にかけて近代西

洋医学教育がアジアで初めて導入された世界的な歴史遺産ととらえています。このような

立揚から、9月13日に開催された長崎市議会教育厚生委員会の審査に参考人として出席し、

養生所等の遺構を破壊する旧佐古小学校跡地への小学校建設工事の中止、遺構の学術朋査

の実施、旧仁田小学校跡地での小学校建設等を陳情しました。その後の委員会の審議をイ帝聴

しました。その中で、造構をめぐる新しい情勢僻斤造構の発見、長崎大学による工事中止の

要望の提出等)にも関わらず、担当部署では、従来の姿勢を変えず、「遺跡保存と学校建設は

両立する」とか「今月中に調査を終え学校建殷を予定ど船りすすめる」と答弁していたと'と

は残念でした。教育厚生委員会は、9月中に完了予定の調査継続中を理由に、9月14日の

午前の審査に翁いてくい打ち工事契約議案を全員一致で継絖審議にしました。

とのままでは、長崎市が「近代化の黎明」として「歴史文化基本構想」に位置づけている

貴重な遺跡が破壊され永久に消滅することになります。そのような事態を避けるため、私た

ち三団体は、共同して市長に下記のととを緊急に要請します。

,J_

.1 -、ーー」

長崎の自然と文化を守る会(会長鮫島和戸セ
養生所・医学所・分析窮理所遺跡の保存を求め

佐古・仁田地区有志の会(代表高橋正"多

養生所を考える会(代表池知和恭)

養生所・長崎医学校等遺跡の保全と

2017年9月15 旧

1.遺跡を全面的に破壊する旧佐古小学校跡地への仁田佐古小学校建設工事およぴ外周道路

拡幅工事を中止してください。

・同じ敷地での「史跡保存と学校建設の両立」は不可能です。学校建設の用地は、現在の仁

由佐古1小学校の建て替えで対応してください。

2.養生所・医学所・分析窮理所等の造跡全体の学術調査を実施し、市民に遣跡の全貌を明

らかにしてください。

・文化財保全よりも小学校の建設を優先するという姿勢を改めてください。基本構想の方針

に従い、1933年旧法による申請時の「西洋医学発祥地遺跡」、幕末から明治にかけての遺助

の全体を一体的に調査し保存してください。

記
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3.住民との協議をやり直してください。

・小学校建設の遅延の原因は、教育委員会が遺跡の歴史的文化的価値を低くみて、住民に対

する情報提供を十分に行なわなかったことにあります。原点にもどって住民との協議をや

り直してください。

4、數育環境の早期整備という住民の要求には、旧仁田小学校跡地等への校舎建設で応えて

ください。

・遺跡の破壊がなく、住民の要望に早期に対応できます。

市長に論かれましでは、立ち止まる勇気をもち、市民の要求に応える英断をされることを期
』

待します。
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長崎市長 田上富久様

貴職が住みよい長崎市をつくるためご尽力されていることに敬意を表します。
さて、くらしと地域を考える長崎市民の会(市民の会)は、毎年、憲法を活

かした長崎市政を願って、政策要求を提出し、貴職から文書による回答をいた
だいてきました。.来年度に向けて提出の準備を行っているところです。
政策要求のうち早急な対処が必要な 1.市民サービスの維持,向上、2.市民
が安心して住み続けられるまちづくり、 3,長崎の歴史と文化を大切にした世

界に誇れるまちづくりに関する下記の事項にっいて、緊急に申入れいだします。
貴職におかれましては、申入れの趣旨をご理解いただき、 10月27日までに
ご回答ください。

くらしと地域を考える長崎市民の会

代表委員吉田省三

<連絡先:長崎自治労連/電話詑5・7513>

市政に関する緊急申入れ

1.市民課窓口業務の民間委託を中止するごと

長崎市の多くの窓口業務が、非正規職員の配置や民間委託で行われてい
ます。、しかし、地方自治体の窓口業務は、①住民生活の重要な場面におい

て憲法と関係法令に基づいて住民の基本的人権を保障する、②住民が自治
体行政と直接に接,、る場であり、住民に必要な行政サービス.を提供するた
めの総合窓口となる、③住民の個人情報を適正に管理し、犯罪や本人への

なりすまし等不正利用を防止するなどの地方自治体の根幹に関わる業務を
担っているごとから、地方自治体'が自ら主体となり正規の自治体職員が直
接行うことが原則です。

今回、戸籍事務の3年間の民間委託契約が、今年12月末日で終了し、次
期業者選定のための入札の結果、委託業者が変更になると聞き及んでいま

す。このことが事実とするなら、市民にとって極めて重要な戸籍事務の継
続性や住民の個人情級の管理、及び現に働いている労働者の雇用に懸念を

抱かざるを得ません。そこで次のととを申.し入れます。

①個人情報の管理に関わる事務を民間事業者に行わせることに情報管理の
面から問題がありますし、委託契約は契約期間が定められているため委
託業者の変更はあり得ることです。そのため、このような事態を招かな

いよう、戸籍事務について直営に戻し、正規職員で対応するよう検討す
ること。

2017年9月27日
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②直営の原則にもどらず、今後も民間委託を継続するのであれぱ、最低限

本項目以下の諸条件が満たされることが必要です。競争入札の方法(総
合評価の有無)、基準等(総合評価であれぱその基準)についての透明性の

確保。今回の入札にあたって、現契約業者の3年に及ぶ業務実績につい
てどのように評価されたのか伺いたい。

③委託業者変更に伴う事務の引継ぎに関して、市民にサービスの低下を来
すことなく確実に行われるよう市が責任を持つこと。

④現在働いている労働者について、'事務の継続性から3年間の経験は貴重

であり、希望者については新たな業者に継続雇用されるよう市が責任を
持って対応すること。公務遂行に相応しい労働者を確保するためには労
働条件は重要な要素です。現在の賃金労働条件を維持し改善するよう働

きかけること。

2. BSL4施設の建設の中止を長崎大学に要請すること

長崎大学は 9月6日、「長崎大学の感染症研究拠点の中核となる高度安

全実験田SL4)施設の基本構想」(基本構想)を発表しました。これと
平行して文部科学省は 20玲年度予算概算要求に建設へ向けた予算を盛り
込んだと言われています。2012年に医学部キャンパスに建設する計画を長

崎大学が表明して以来、この施設が安全とは言い切れないために、住宅密
集地に危険な施設を作るなという住民・市民の意思が表明され続けてきま
した。計画反対の声は、ますます大きくなっています。

Ⅱ月に、長崎市は「建設の意義が大きしりとの立場で、長崎大2016

学の計画を容認し、推進の立場に立ちました。「住民の安全確保より、研

究者の利便性を優先している」「自治体としての中立性を失っている」と
言わなければなりません。

この問題で吐也域連絡協議会」が設置され、周辺住民からウイルス漏出

の危険について、フィルター等の限界性、自然災害でのウイノレス漏出、ヒ

ユーマンエラー、テロな.どの事件による危険が指摘されてきましたが、大
学側は検討状況の報告を繰り返し、実質的な討議は保障されていません。
長崎大学は「世界最高水準の安全性を確保する」と言いまオ、が、多くのり

スク対策は「これから検討」としていることが『BSL4基本構想』の特徴
です。一例をあげると地震時のひび割れについては「ひび割れ幅を少なく
する」としているに過ぎません。「そんなに危ないものではない」という、
甘い認識を基礎に、安全神話を振りまいているのが現状です。

「地域連絡協議会」の成果は、住民側の情報公開のとりくみを機に、既

設の BSL3の極めてずさんな管理の一端が明らかにされたことです、ウイ
ルス研究での深刻な危機管理の欠如が示されました。「学内外の有識者で
つくる委員会を新設し、作業者や実験計画を事前に審査」すると報道され

ています。しかし、現在のウイルス研究では、絶滅したスペイン風邪を人
工的に再生させたり、・遺伝子組み換えで人工的なウイルスをつくるなどが

行われていますので、長崎大学が計画しているBSL4での研究が、新興
感染症対策に限定されていないことに、大きな不安があります。
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そこで次のことを申し入れます。

①建設の前提である「住民の合意」ができていないことを、長崎市として
認めること。

②『BSL4基本構想』は、危険性を最小限にしたいと宣言しただけのもの

で、市民の不安に答えていません。長崎市は 2018年度着工にっいて認
めがたいと長崎大学に伝えること。

③文教予算が削減され研究費を防衛予算に頼る動きが強まっています。と
ころが『BSL4基本構想』では、この施設が軍事研究に利用されないた
めの歯止めが明確ではありません。この点から.も、長崎市は 2018年度
着工について認めがたいと長崎大学に伝えること。
④長崎市は、国や長崎大学の説明を鵜呑みにせず、地方自治体として市民

の安企確保の立場から、中立的・科学的に、独自にこの計画を検証する
こと。

3. 小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転換すること
市民の会は、養生所・医学所・分析窮理所等の遺跡を、幕末から明治に

かけて近代西洋医学がアジアで初めて、きわめて体系的に、導入された世
界的な歴史遺産ととらえています。導入されたのは治療と医学教育にとど
まりません。医科学・公衆衛生・薬学を中心に、自然科学はもとより文化
の進展に寄与したという意味で、日本の文化史上かけがえのないもので、
世界史的にも重要です。
9月市議会では、 3団体からの養生所等遺跡の全面調査と保全を求める

陳情が教育厚生委員会で審査され、新遺構の発見や長崎大学による工事中
止の要望の提出等もあり、 9月中に完了予定の調査継続中を理由に、くい
打ち工事契約議案を全員一致で継続審議とし、本会議でも可決されました。
この判断を、私たちは歓迎します。

しかし、教育委員会は旧佐古小学校跡への新校舎建設の姿勢を変えてぃ
ません。「新校舎建設ありき」のままでは、長崎市が「近代化の黎明」と
して「長崎市歴史文化基本構想」に位置づけている貴重な遺跡が破壊され
永久に消滅することになります。そのような事態を避けるため、次のとお
り緊急に要請します。

①新たな遺構は、長崎市が「過去の士地掘削により大半が破壊された」と
老えていた部分から発見されています。校舎建設のための調査ではなく、

学術研究のための調査を行なうこと。遺跡調査は継続中だが、養生所・
医学所・分析窮理所等の遺跡全体の学術胴査を実施するとと。市民に遺
跡のイ全貌を明らかにし公開すること。

②旧佐古小学校跡地への仁田佐古小学校建設工事および外周道路拡幅工事
を直ちに中止し、これ以上の遺跡の破壊をやめること。
③長崎市歴史文化基本構想は、関連する複数の文化財を、一体的に保存・

活用するという考え方を示しています。.この方針に従い、,1933年旧法
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による申請時の「西洋医学発祥地遣跡」、幕末から明治にかけての遺跡
の全体を一体的に調査し保存すること。

④小学校建設の遅延の原因は、教育委員会が遺跡の歴史的文化的価値を低
くみて、住民に対して貴重な遺跡に関する情報提供を、移転先決定後に
行ったという重大な過ちに起因するため、原点にもどって住民との協議
をやり直すこと。

⑤教育環境の早期整備という住民の要求には、旧仁田小学校跡地等への校
舎建設で応えること。

⑥すでに表明されている長崎市の史跡指定の範囲を旧体育館敷地から、旧
校舎部分を含む旧佐古小学校跡地全体に拡大すること(「長崎の自然と
文化を守る会」公開質問に対する長崎市回答8月28日付)に加え、文化
財保護法第 93 条の規定にもとづく「周知の埋蔵文化財包蔵地」の指定
の範囲を旧体育館敷地から、分析窮理所等の遺構が発見された旧佐古小
学校跡地全体に拡大すること。

⑦埋蔵文化財の保護が十分でなく、国の歴史を考える上で重要な遺跡が破
壊の危機に直面していることはイ長崎市の埋蔵文化財行政能力では、史
跡指定等に関し、適切な判断や措置が行なえなかったことにあります。
中長期的にば、人材育成、採用により埋蔵文化財専門職員を増やすなど
により長崎市の埋蔵文化財保護行政の水準を引き上げること。当面、県
および国と協力し、埋蔵文化財保護の権限を適切に行使しうる体制をっ
くることを求めます。埋蔵文化財保護は、地域の包括的な文化財保護に
もつながるものです。

⑧ 9月市議会でオランダ・ライデン市と姉妹都市提携が決まりましたが、
小島養生所等遺跡の完全保存は日蘭友好のためにも重要と考えますが市
長の見解を伺いたい。
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事項3 小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転換すること

①新たな遺構は、長崎市が「過去の士地掘削{こより大半が破壊さ

れた」と考えていた部分から発見されています。校舎建設のため

の調査ではなく,、字祢価牙究のための調査を行なうこと。迦亦調査

は継続中だが、養生所・医学所・分析窮1野斤等の避亦全体の学術

調査を実施すること。市民に遺跡の、全貌を明らかにし公開する

こと。

回

<所管>文化観光部文化財課

追力a調査として、養生所をはじめ分析究1野斤敷地のライン及び

分析究1野斤や解剖室、医学所1こ関し、遺構が残る可能性がある場

所について、全面的な発掘調査を行い、併せて、これまでの試掘

調査により、遺構が残る可き副生が無いと思われる場所につぃて

も、さらに広く掘削し、掘削の結果、地山が検出されるなど、そ

の確証が得られるまで調査しております。

こうした調査の結果につきましては、今後、機会を捉えて公開

したいと考えています。
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事項3 小島養生所等這跡の全面調査と保全に転換すること

③長崎市歴史文化基本構想は、閲連する複数の文化財を、一体的

に保存・活用するという考え方を示しています。この方針に従い、

1933年旧法による申請時の「西洋医学発禅也避亦」、幕末から明

治にかけての避亦の全体を一体的に調査し保存すること。

<所管>文化観光部文化財課

回 平成29年9月末までに、西洋医学発禅也迦亦である小島養生

所跡をはじめ、幕末から明治{こかけての避亦全体を一体的に調査

したところであり、保存の方法については現在検討中です。

゛
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事項3 小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転換すること

⑥すでに表明されている長崎市の史跡指定の範囲を旧体育館敷

地から、旧校舎部分を含む旧佐古小学校跡地全体に拡大すること

(「長崎の自然と文化を守る会」公開質問に対する長崎市回答8、月

28日付)に加え、文化財保護法第93条の規定にもとづく「周知

の埋蔵文化財包蔵地」の指定の範囲を旧体育館敷地から、分析窮

理所等の遺構が発見された旧佐古小学校跡地全体に拡大するこ

と。

回

<所管>文化観光部文化財課

長崎市の史跡指定の範囲拡大については、長崎市文化財審議会

の意見を踏まえ、今後、遺構と文献資料によって検討することと

しています。

周知の!里蔵文化財包蔵地の範囲については、すでに平成29年

7月に旧佐古小学;郊亦地全体に拡大しております。

゛
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事項3 小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転換すること

⑦1堕哉文化財の保護が十分でなく、国の歴史を考える上で重要な

避亦が破壊の危機に直面していることは、長崎市の埋蔵文化財行

政能力では、史跡指定等に関し、適切な判断や措置が行なえなか

つたことにあります。中長期的には、人材育成、採用により埋蔵

文化財専門職員を増やすなどにより長崎市の埋蔵文化財保護行

政の水準を引き上げること。当面、県および国と協力し、埋蔵文

化財保護の権限を適切に行使しうる体制をつくることを求めま

す。1里j哉文化財保護は、地域の包括的な文化財保護にもつながる

ものです。

回 答

<所管>文化観光部文化財課

長崎市においては、現在、文化財課に所属する4名の学芸員(係

長1名を含む)力杜里蔵文化財発掘調査等の業務に携わっており、

今後も人材育成や採用などの対応を適時・適切に行い、必要な体

制を確保することで、1堕哉文化財の適切な保護を図ってまいりま

す。

、

訂



事項3 小島養生所等遺跡の全面調査と保全1こ転換すること

②旧佐古小学校跡地への仁田佐古小学校建設工事および外周道

路拡幅工事を直ちに中止し、これ以上の遺跡の破壊をやめるこ

と。

④小学校建設の遅延の原因は、教育委員会が避亦の歴史的文化的

価値を低くみて、住民に対して貴重な遺跡に関する盾報提供を、

移転先決定後に行ったという重六な過ちに起因するため、原点に

もどつて住民との協議をやり直すこと。

⑤教育環境の早期整備という住民の要求には、旧仁田小学校跡地

等への校舎建設で応えること。

回

<所管>教育委員会教育総務部施設課

小島養生所は、我が国忙おける西洋医学発祥の地であることか

ら、長崎市にとつても貴重な財産であり、市民の皆様にわかりや

すくお伝えする必要があると考えております。

佐古小学校及び仁田小学校の統廃合につきましては、平成 22

年から地元住民の皆様と協議を重ね、両校を廃止し、平成28年

4月に新設統合いたしました。

また、新校舎の位置忙つきましては、旧佐古小学校の校歌に「医

学部ありしゆかりの地」とうたわれていること、地元協議の中

で、「旧佐古小学校の跡地は、医療活動の前身の活動を行ってきた

場所でもあり、そこに学校を建てることで、子どもたちの向学意

欲を高めることができる」とのご意見をいただくとともに、子ど

もたちの教育環境を考慮し、 3つの敷地に分割されている旧仁田

小学校よりも敷地がまとまってぃる旧佐古小学校跡地が円滑な

字校運営ができるとして、適地は旧佐古小跡地と決定しました。

このような結論に至るまでには、地元の皆様方と6年間にも及

ぷ長い時問をかけて協議を重ねてきたものであり、地或や保護者

の皆様からは、校舎の老朽化が進んでおり、耐震化工事も施して

いないことから、子どもたちの安全安心な学校生活を送れるよ

う、一日も早い新校舎建設が求められております。

また、地域の懇話会{こおいては、「遺構の価値があれぱ、学キ交建

48

答



設と併設し、市民が見てわかるような展示の工夫をしてぼしい」、

「西洋医学発祥の地で字ぶという意義を子どもたち力証里解でき

るよう展示してほしい」などのご意見があり、遺構と展示との共

存共栄を検討しつつ、学校建設を予定通り進めてほしいとのこと

でした。

さらに、平成29年10月2日付けで、同懇話会から学校の早期

建設着工に関する要望書が長崎市長と長崎市議会議長へ提出さ

れております。

新校舎等建設予定地の旧佐古小学校の外周道路の整備にっき

ましては、道路幅員が狭く、車両が進入できないことから、日常

の買い物や通院、介護等においても不便をきたしているととも

に、緊急時における救急搬送や消防活動等にも支障をきたしてお

りますので、学校の建て替えを契機に地域の防災性の向上や地域

のまちづくりの観点から、学校用地を活用し、緊急車両等が通行

できる周回道路を整備していきたいと考えております。

教育委員会としましては、文化財を保護することと、統廃合協

議会を経て、子どもたちの教育環境を考慮した結果、適地である

旧佐古小字校に決定して以来、これまで時間と経費を費やしてき

た学校建設についても重要な責務であると考えております。文化

財保護と学1交建設を教育行政として両立させるためにも、出土し

た遺構は精一杯の保存に努めてまいりたいと考えております。
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事項3 小島養生所等遺跡の全面調査と保全に転換すること

⑧9月市議会でオランダ・ライデン市と姉妹都市提携が決まりま

したが、小島養生所等避亦の完全保存は日蘭友好のためにも重要

と考えますが市長の見解を伺いたい。

回

<所管>文化観光部国際課

小島養生所等遺跡の保全に対する長崎市の考えは先にお示し

し,たとおりであり、ライデン市との交流につきましては、以下の

とおり取り組んでおります。

長崎市とライデン市は、シーフ1Uレトとの歴史的なつながりを背

景として、長崎大学とライデン大学の学術交流協定や留字生の相

互派遣などの市民間交流が行われていたことから、平成25年2

月に市民友好都市提携を行っています。

今日においても、ライデン市のライデン国立民俗学博物館をは

0めとするシーフ1Uレト関連の施設には、日本から持ち帰った収集

物が数多く保管、展示されており、多くの人たちが見字に訪れて

います。

また、ライデン市との交流は、出島復元整備事業に際し、関連

資料の学術調査の受け入れや助言など、行政問における数々の協

カ・交流のみならず、大学間の相亙派遣'・交流、長崎日蘭協会と

ライデン蘭日協会の友好協定が予定されるなど大きな広がりを

見せており、今後も継続的な交流が期待できます。

一方、ポンぺをはじめとする長崎とオランダの縁を結んでくれ

た多くの先人達の果たしてきた功績については、そのいずれも重

要なものであると十分認識しています。

今回の姉妹都市提携を機に、多くの皆様が紡いできたライデン

市との友好及び交流関係を一層深めること値努めるとともに、日

蘭両国の親善に貢献していきたいと考えています。

〆
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長崎市長

田上富久殿

このたび小島養生所跡地の発掘調査において「分析窮理所」が発見されたことを受け、分

析窮理所遺構保存に関する要望書を提出させていただきたく存じます。

長崎は古くから海外に開かれた地であり、旧本の近代薬学の歴史も長崎出島を通じたオ

ランダとの交流から始まりました。長崎大学薬学部の前身は、'1890年(明治23年)に

創立された第五高等中学校医学倍K薬学科であり、その長い歴史の中において、これまで20

08年(平成20年)・にノーペル化学賞を受賞されました下村脩博士を筆頭に多くの優秀

な人材を輩出してきました。一方で、 1865年(慶応元年)、に設置され日本の自然科学・

薬学の源流であり,理化学の教育や実験を行っていた分析窮理所が長崎大学薬学部の起源

の1つであるという意見もあります。分析窮理所の調査が進み、我が国の自然科学・薬学の

原点が長崎大学薬学部であることが証明されれば、長崎大学薬学部の歴史的な評価が高ま

ります。またそのことは、長1崎市内や全国から自然科学・薬学を志す優秀な学生が長崎大学

薬学部に集まることに繋がり、地域医療貢献や科学技術による地域産業活性化を通じて、長

崎市の発展にも貢献していくことも期待されます。また、長崎大学薬学部の教職員や学部学

生・大学院生ならびに開学以来8,'000名を数える長薬同窓生の励みにもなると考えられ

ます。そうした際に、分析窮理所遺構の現地における見える形での保存、全面的な調査が必

要不可欠です。

分析窮理所遺構の調査、保存、活用についての要望書

平成29年10月25日

長崎大学

薬学部長

、

長崎大学

薬学部同窓会長

途随四
n会6醗、」9,多子',ξミ1
^^ 1"^,.、."t^.

黒田直吠愈工元武ミ美1
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峅・N血闘鷹峅"1聖留業

分析窮理所で教師を務めたハラタマ、ゲールツは、我が国の近代科学・禁学の発展におい

て極めて重要な役割を果たしました。まず、オランダ陸軍軍医であったポードウィンのもと

1865年(慶応元年)養生所は精得館と改称し、 10月に物理・化学などの基礎科学教.育

機関である分析窮理所が設世されました。 1866年(慶応2年) 5月、オランダ人ハラタ

マが来日し、分析窮理所の教師として一化学・肋理学・薬物学・鉱物学・植物学などの自然

科学を講義し、また、実験を中心にした理化学を教授しました。この後、ハラタマは、 18

、.

N貯
鄭胃・.平成

29ilo.25

゛収史j陥
ユ{令



69年(明治2年ジ,5月に開校.した大坂舎密局に招聰されました。大坂舎密.局は第三高等学

校となりΥ後の京都大学の源流となりました。ハラタマは日本近代化学の父とも称されてい
、 五
凡{エ,人'.、,圏.

ます、.,1・869年(明治2年)に薬学、理化学、'稙物学を専門とするオランダ人ゲー.ルッが

、L日本政府の超聰で来日レ、分析窮理所で物理、化学、幾何学を教授しました。ゲールツは、
'1+;"ル子゛ι.' 1

"、18,マ4姦無l「單治6"・年')1」こ長崎税関の委嘱により輸入キニーネの分析を行い、'その鑑定報告
に添冬太瓢悪笈輸太案品の取締りと薬品試験所の必要性を建議しました。長崎医学校で校

ξ、..1、.長1左裁搬たに三のある長與専齋イ斬生局長はこの進言をとりあげ、,薬品検査機関としで司薬
1忠1」ー'1f場が設譜されま.した'.18,フ'5午・、(明治8年)、長與専齋は、日本薬局方の必聾性からイ京、

北ビヰ1め'1'蚤1をまとめtいきましナ乱.1883年(明治16年).8月30日燕局.方の成立をみ
ミじ稔誌ぢ'4嘩11<"この草案作成中仁ゲールッは魚性の病により横浜の地で40年の生涯を閉じま
ン'・,ー"',',、.、, L'、罫革.,.、

した;、'日本薬局方草案作成事業1キ長崎司薬場にも務めた.ことのあるオランダ人エイクマン

、が引き継きXI'18 念6年、1(明治19年) 6月25日、日本薬局方の初版が交付されました。

これはゞ、近代的な体裁を持力局方としては東洋で初めて、世界では2].番白にあたる国定局

"'方でしナ乱また,.ゲールツは18 77年(明治10年)から 18 7g年(明治12年)にか

けて日本釡土でゴリラが犬流行じた際、長與衛生局長を助け防疫対策を実行し、伝染病予防

規則の制定を碇ずなど今、日の衛生行政の基礎を確立しました。国立医薬品食品衛生研究所

は゛東京司渠、場を源流とした日本国内で最も古い国立試験研究機関でありY所内にはゲール
ツの薬事行政革保健衛生の発展に対ずる功績をたたえ、顕彰碑が建てられています。このよ
うにΥ白本φ近代教青J司薬場の建議と設置、'日本薬局方の制定、衛生行政の確立にば、"分

析窮理所や毛ごで教鞭を苫ラ.たオラ,シダ人教師が大きな役割を果た.しました。以上め理由
に治いて1'我が国'ω近代め盲然科学,,薬学・発展における分析窮理所の文化財としての価値は

1゛,,..

計り,知れない・ものがあり'ます。"したがうて、分析窮理所遺構の現地における見える形での保

存・;全面的な朗査を強く要望致Uます;"
ノ

艮崎市ば;江戸・f明治時代を通じて、我が国における近代の自然科学・薬学の発.展に重要
、

な役割を果たした歴史的な.価値を有している都市ですが、,原爆投下による被害の影響.もあ
'■

るため力又残念ながら遺構と言えるものが少ないのが現状です'このような文化的価,値が高

い分析窮理所を保存しイ_医学所を含む小島養生所遺構と併せて、分析窮珊万に関わったハラ

タマ、ゲールツ、医学所を含む小島養生所に関わったポンべ、ボードウィン、松本良順、"長

與専齋など日蘭の功績者に関する当時の写真や遺構の資料を展示する資料館を現地に建設

するなぞ活用U'イ長崎が近代の自然科学・薬学や医学の発展に果たしだ役割やそれに対する
才ランダの貢献巴感謝の意を国丙外に発信じて欲しいと願っ,ています。それにより、オラン

'j

ダどの交流の紳や長崎市民の誇わが増えることに繋がるものと思います。广とりわけ、長崎の

将来を担う子供たちへの地元への愛着、自然科学・薬学や医学に対する想いに与える影響は

六きいものと思われ;長崎から第2、,第3の下キ射専士を誕生させる契機になって欲しいと願

以上、'分析窮理所造構の活用を強く要望致しまず。

、斗.、.

.
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長崎県知事

長崎県教育長

長崎市長

長崎市議会議長

長崎市教育長

中村法道

池松誠二

田上富久

野口達也

馬場豊子

長崎市分析究理所の保存に関する要望につぃて

標記の件にっいて、別添書類の如く、当該遺跡は学術上きわめて重要な内容をもっもの

でありますので、貴殿において、適切な保存の対策が速やかに講じられることを要望いた
します。

なお、当件の具体的な措置、対策については、 2017年12月15日(金)までに、ご回

答をくださるようお願いいたします。

埋文委第3号

2017年12 阿 1日

九州考古学会会長小池史哲

、別添書類

記

一通

ノ

以上

連絡先

〒819'0395 福岡市西区元岡744

九州大学大学院比較社会文化研究院

基層構造講座内九州考古学会事務局

脇
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長崎県知事

長崎県教育長

長崎市長

長崎市議会議長

長崎市教育長

中村法道

池松誠二

田上富久

野口達也

馬場豊子

九州考古学会は、長崎市立仁田佐古小学校建て巷え用地に所在する分析究理所跡の遺構の適

切な保存を、改めて強く要望します。

本会はすで1こ表記に小島養生所等を加えた同様の主旨の要望書を本年2月3日に長崎県知事・

同県教育長・長崎市長・同市教育長に提出しています。、これに,対して、 3月8日に長崎市長か.ら
遺跡保存への理解'と、末調査部分についての予知的判断(「造構は残存していな.い可能性が高いD

を示す回答をいただきました。その後長崎市が長崎(小島)養生所を文化財に指定され、保.存計
画を示されたことに敬意を表すも.のです。その後未訊査部分(養生所に隣接する.医・学所・分析究

理所)の調査が進展し、 3月8日の回答で示された予知的判断と異なる新たな結果(分析究理所

の遺構が予想をこえてよく残存する)が明らかになりました。この結果をうけて審議された長崎

市文化財審議会の.結論は、「遺構が残る範囲を史跡に加え指定範囲を拡犬する」というものでし

た。.しかし現在、・このことに対する長崎市の行政的対応がなされないまま、学校建設にかかわる

最終判断が下される状況に及んでいます。本会はごのことに危機感を覚え、九州考古学総.会

_(2017年11月26日)での合意をふまえて再度要望書を提出するものです。

襲、収典備
上梦》

¥

長崎市分析究理所の保存に関する要望書

キ

2017年12月1日

保存を要望する遺構は、分析究理所の以下の部分です。

西側石垣.①

建物礎石等②

石段および敷地の石垣(北側、南側、石段に連結する部分)③

九州考古学会会長

すでに史跡となった養生所に留まらず、一連の遺構が相互に関連してこ.れだけ残存している

遺跡が高い学術価値をもっことは言を俟ちません。ことに③の石段とこれに続く石垣は、当時の

医学生たちの生活の息、吹をつたえる貴重な資料といえます。遺構は全体が現物で保存されてこ
そ歴史的意味があり、たとえ3次元計測などの精密計測データを残し、造構を移築,再建したとし

ても、一度解体された遺構は実物に代わるものではなく、遺跡の本質的価値は著しく損なわれま
す。長崎市におかれましては長崎市文化財審議会の判断を真塾に受け止め、遺構残存地区を追加

指定して、.造跡全体の恒久的な保存を実現されますよう、本会は強く希望するものです。

九州考古学会は、分析究理所の遺構全体を医学・化学史ならぴに教育史上の重要史跡'と認識_し、

遺構の本質的価値を損ねることなく小島養生所と一体的に現地保存することを重ねて要望し)た

します。本遺跡群の保全が9月にオランダ・ライデン市との姉妹都市締結を果たされたばかりの

長崎市の国際的な信用にも関わることを含め、一層慎重にご判断されますことを希望いたしま

す。

ノ」、

・契優^
^
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2017年12月・4日

長崎市旧佐古小学校地の養生所遺跡群の調査と保存に関する要望書

長崎市長

田上富久殿

2016年12月17日開催の六史学会(医史、薬史、歯科医史、獣医史、看護歴

史の5史学会と洋学史学会)の12月例会において日本医史学会代議員の相川忠

臣先生の緊急発言により長崎市旧佐古小学校地の養生所遺跡群が破壊の危機に

瀕していることを知るところとなりました。すでに日本医史学会と洋学史学会

より要望書が提出さ剥ていることと思いますので、重ねて詳細な要望.を記すこ

どは差し控えますが、日本薬史学会として'も標題遺跡の歴史的重要性は論を待

たないどころであり、注目しているところです。

長崎市におかれましては標題遺跡の重要性を再認識いた.だき、養生所・医学

所・分析究理戸斤等遺跡の完全保存と小学校建設に際して旧佐古小学校跡地では

なく別の場所での建設をご検討いただくことを.要望、、たします。

以上

日本薬史学会
、,

会手.オ.、新原・・"裕

、

'N 角'、
'胃、'斗・.成易▲
29.12,ーフ
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長崎市長

長崎市議会議長

田上富久殿

野口達也殿

(要望事項)

1)近代西洋医学発祥の地である養生所・医学所・分析究理所・長崎医学校等造跡

(養生所等遺跡)・の完全保存。

2)現在施工されようとしている旧佐古小学校跡地における仁田佐古小学校建設並

ぴに外周道路拡幅工事を中止し、長崎医学校時代の石垣の完全保存並びに解体

された石垣の原状回復。

3)養生所等遺跡の価値評価に適切な日本国内やオランダの各分野の専門家からな

る調査委員会の'指導による十分な調査。

4)養生所等遺跡の調査終了後、医療関係者の意見、聴取し、同遣跡の保存と適切

な活用。

養生所等遺跡の完全保存についての要望書

2017年12月吉日

長崎養生所はオランダ人医師ポンぺによる医学伝習のために文久元年 a861〕

に設立され、ここで数多くの医師たちが西洋医学を学んだ、我が国における近代

医学発祥の地であります。順天堂は現代に連なる,日本最古の西洋医学塾であり、

学祖・佐藤泰然の次男・松本良順はポンぺのもとで医学所頭取を務め、第2代堂

主・佐藤尚中もポンぺのもとで学ぶなど、長崎養生所は順天堂にとっても所縁の

深い場所であります。

旧佐古小学校跡地には、2015年以降の発掘で、、小島養生所と医学所、およぴそ

の後身の分析究理所と長崎医学校の石垣などの遺構が発見され、さらに本年9月

には分析究理所の遺構も発見されて郭ります。その一方で養生所等遺跡の上に小

学校の新体育館施設が建設される計画が進んでいることも伺っております。しか

しながら旧佐古小学校跡地に眠る養生所・医学所などの遺構は、我が国の医学・

医療の歴史に給ける最重要の遺産であり、これを学校施設建設によって破壊する

ことなく完全に保存し、日本の医学・医療の歴史を伝承する施設・モニュメント

として公開し後世に残していくことは、現代の医学・医療に携わる者にとって、

さらに医学・医療の恩恵を受ける現代社会に生きる者にとっても、重要な責務で

N 刷_
.価r 斗成勢
29.12'-8

警収受隔
LΣ60.・
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あると考えております。

順天堂大学では「医学教育歴史館」を設置して我が国の医学教育の歴史を佑瞰

し関連する資料を展示しており、2014年4_月の開館に際しては天皇皇后両陛下の

ご親臨を賜っております。長崎の養生所遺跡は、まさに日本の近代医学発祥の地

であり、医学・医療の歴史を展示する施設としてこれ以上に相応しい揚所は到底

考えられません。幸いにも、養生所・医学所での医学・医療についての歴史資料

には貴重なものが多数残されており、たとえばポンぺによる講義録は長崎大学・

順天堂大学を始め各地に所蔵されて現在も解読・分析が進められて翁り、養生所・

医学所の建物の当時の写真、ポンぺが松本良順に贈った頭蓋骨や医学書などがあ

ります。ポンペ.の門下からは松本良順の他にも、佐藤尚中 U順天堂第2代堂主)、

長與専斎(内務省衛生局長)、緒方惟準(陸軍軍医学校設立者)、池田謙斎(東京

大学医学部長)、橋本綱常細本赤十字社初代院長).など明治期に西洋医学の導入

に貢献した数多くの医師たちが輩出.しており、我が国の医学への歴史的な貢献は、

大阪の適塾(現:..大阪大学適塾記念センター)をも凌ぐものでありましょう。順

天堂大学には我が国唯一の医史学研究室と医学教育歴史館があります。長崎の養

生所・医学所遺跡の地に医学・医療の歴史を展示する施設・モニュメントが建殷

される暁には、医史学の知見や展示のノウハウを提供するなど、長崎大学など関

係機関とともに全面的に協力することを惜しみません。

本遺跡の調査・保存については、すでに本年2月に九州考古学会、給よび日本

医史学会と洋学史学会から要望書が出され、9月には長崎大学と医学部からの要

望書が、長崎市長をはじめ関係各位に提出されております。またⅡ月には遺跡保

存に関する住民投票請求のための署名簿が提出されております。順天堂大学およ

ぴ同医学部もこれら関係各位と同様に、旧佐古小学校跡地での学校施設等の建設

が中止され、養生所等遺構が完全に保存され、日本の医学・医療の歴史を示す施

設・モニコメントとして整備・公開されることを切に要望するものであります。

鄭

ノ

学校法人順

理事長

順天堂大学学長

順天堂大学医学部長

日本医史学会前理事長

日本医史学会理事長

禽f迎甲
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長 崎

艮崎市議会議長

市 長 田上富久

野口達也

【要望事項)

1)近代西洋医学発祥の地である養生所・医学所・分析究.理所・長続医学校等
遺跡(養生所等遺跡)の完全保存。

2)養生所等造跡の完全保存に影響のある工事の見迫し.

3)養生所等遺跡の価値評価に適切な日本国内やオランダの各分野の専門家
からなる鋼査委貝会の指導による十分な羽査.

4)養生所等造跡の媚査終了後、医療関係者の意見も聴敬し、同遺跡の保存と
適切な括用。

J.. L' C.ボンペ・フプン・メールデルフォールトは,松本良順の助.力を受'けっっ、
巽生所・医学所を建設し、日本の近代西洋医学教育を春抽台しました。

A, F.ボードインは、分折究理所を建設し、最新の臓罧別医学とオランダゐ

医療法を教授しました。分析究理所で自然科学を学んだ.後、聾生所・医学所で医学
と医療を学ぷ、より完成された塚学校となり,精得鎗、次いで長締据学校と改名

しました。明治新政府に登用された相良知安(精得館頭取)と長与専斎(長崎医
学校長)1=、東アジアの国々に先駆けて近代的教育と公衆衛生行政を創始しました。
養生所等遺跡は、オランダの近代西洋医学発祥と日,本近代化への貢献の証で櫛叺
ヨ蘭友好の象徴であります。幕末長蛤で行われた海軍伝習から明胎維新にいたる
激動の閉国時代を代表する遺跡であり'鎖国時代の出島に匹敵ずる歴史的な'価値
があります.

養生所・医学所遺跡は近代的な隊学・医療の、分析究理所造跡は近代的な薬学.

化学・物理学の発祥の地であります。多くの市民の造跡を全て残すようにとの声は
分析究理所遺跡発見後に急速_に高まりました。 2017年11月17日に.長崎市に

殿

日医発第872号(国27)

平成29年工2月12日

養生所等造.跡の完全保存にコい,て
要望書

殿

提出された小島養生所等遺跡の完全保存にコいて、住民の意思を硫認する住民
投票条伊1請求では、短期間にもかかわらず、15'フ76 筆の署名が集まり、多くの
医療人が署名しました,養生所等造跡を全て残すことは長崎市の医療人とともに
日本の医療人の切なる願いであります、

国民の健康寿命を世界トップレペルまで郷し上げてきたわが国の医療システム
の原点は、まさに養生所等遺跡にあります。医療は世界全体に共通する社会的賣本
であり、日本は医療の分野でりーダーシヅプをとって世界に貢献して行かねば
なりません.養生所等遺跡は日蘭友好の象徴であると同時に、世界で活蹄する
日本の医療の原点として世界的な文化遺産であります.

日本だけでなく世界の医猿人が、日本の近代化のルーツを知ηたい国内外の
人々が長崎を訪れるとき、必ずや小島佐古の丘に足を運ぷことでしょう.

養生所'医学所・分析究肌所.長蛤医学校等遺跡を完金に保存'し、適切に、活m
することを要望します。

.

日本医師.会長

長崎県・医師会長

横倉襲

長崎大学医学部長

蒔本
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